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　カタカナ4文字語を構成する

カタカナバイグラム頻度表（1）＊

名古屋大学川上正浩＊＊

問題と目的

　単語認知過程の解明は，人間の言語処理活動を明らか

にする上での重要な課題である。単語認知過程における

単語の出現頻度の影響を扱った研究は数多いが，単語の

出現頻度が異なるのと同様，それらの単語を構成する構

成要素の出現頻度も異なる（Shamon，1948）。単語を構

成する構成要素の頻度として問題とされるものにバイグ

ラム頻度がある。バイグラムとは単語中（非単語中にも

バイグラムは出現しうる）に連続して現れる特定の2文

字（たとえば単語f‘sick”中の“si”）を指す。バイグラ

ム頻度を扱った初期の研究として，owsowitz（1963），

Biedeman（1966），Broadbent＆G㎎go1y（1968），Rumel－

h韻＆Siple（1974）らの研究を挙げることができる。

これらの研究は瞬間呈示された単語の認知過程にバイグ

ラム頻度が及ぼす影響を検討したものである。

　Broadbent＆Gregory（1968），Rumelhart＆Siple（1974〉

においてはバイグラム頻度の効果は認められていない。

Owsowitz（1963），Biedeman（1966）の研究では，以下

の例のようにパラドキシカルな効果が報告されている。

owsowitz（1963）は単語を瞬間呈示し，この単語が正

しく報告されるのに要する試行数を測定した。実験の結

果，高頻度語ではバイグラム頻度の効果は認められない

が，低頻度語では，バイグラム頻度が高い場合に，正し
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Japanese4＿letter　KataL【am　words。
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い報告により多くの試行を要することが示された。通常

頻度が高いほど認知が容易であることを考えると，この

結果はある種パラドキシカルな結果である。・

　Rumelhart＆Siple（1974）は，単語・非単語を含む彼

らのリストではバイグラム頻度の効果が認められなかっ

たことから，Owsowit2（1963〉で認められたバイグラ

ム頻度の効果は被験者の構えによるものだと解釈してい

る。被験者が侯補として単語のみを想定している際には，

高いバイグラム頻度を持つ刺激はより多くの候補語と対

応するため，当て推量が拡散する。バイグラム頻度が低

い刺激は対応する候補語が少ないため，結果的に当て推

量がよく当たる。想定される刺激が単語に限らない場合

には，全ての文字の組合せが候補となり，バイグラム頻

度の高低は，当て推量の候補数には影響を与えないと予

想される。以上より，単語のみのリストではバイグラム

頻度が高い刺激ほど成績が低くなるが，単語，非単語の

両方を含むリストではその効果が認められないとするの

がRumelhaft＆Siple（1974）の立場である。’

　しかしながら語彙判断課題を用いてバイグラム頻度が

単語認知に及ぼす影響について検討しているRice＆

Robinson（1975）も，Owsowitz（1963）と同様の結果を

報告している。彼らは高頻度語，低頻度語，1非単語それ

ぞれのbigram頻度を操作し，語彙判断時間に及ぼすbi－

grm頻度の効果を検討した。課題が語彙判断であるた

め，刺激リストは単語，非単語の両方を含んでいた。実

験の結果，高頻度語と非単語では，バイグラム頻度の語

彙判断時間に対する効果は認められなかったが，低頻度
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語ではバイグラム頻度が高い方が語彙判断時間が長いこ

とが示された。彼らは低頻度語でのみバイグラム頻度の

効果が認められたのは，高頻度語ではバイグラムよりも

大きな単位（たとえば単語全体）の親近性（fa血1iarity）

が高くなるためにバイグラムのようなより小さい単位の

効果が認められなくなったのだと解釈している。

　Andrews（1992）のように，単語の認知過程に及ぼす

バイグラム頻度の効果に関して否定的な研究結果も見ら

れるが，最近の単語認知研究の刺激選択においても，バ

イグラム頻度に注意が払われており（たとえば

Jared，1997），研究者がバイグラム頻度を統制すべき要

因であると見なしていることがわかる。

　こうしたバイグラム頻度効果の研究を支え，また認知

実験におけるバイグラム頻度の統制を可能にしているの

は，早くからバイグラム頻度の算出がなされ，報告され

ていたという事実である。英語におけるバイグラム頻度

の算出は1960年代からなされており，その報告として

Mayzner＆Tresselt（1965），Topper，Macey，＆Solso

（1973），Underwood，＆Schulz（1960）などを挙げるこ

とができる。しかしながらこれらの算出は比較的小さい

標本に基づいた手計算によるものであるため，Solso，

Barbuto，JR．，＆Jue1（1979）は，大きな標本データを含

むKucera＆Francis（1967）に準拠して，コンピュータ

を用いたバイグラム頻度，versadlity（後述のtype頻度）

を報告している。さらにこれを特定の文字位置における

ものに拡充したのが，Solso，＆Juel（1980）である。Solso

＆Jue1（1980）の算出結果は，多くの認知実験で，刺激

の操作，統制に用いられている（たとえば
Bowey，・1990；RapP，1992）。またGilhooly（1978）も，5

文字からなる英単語のバイグラム頻度を報告している。

　日本語の単語認知過程を実験的に検討するためには，

日本語におけるバイグラム頻度表が必要である。日本語

のバイグラム頻度に関する資料として今栄（1960）の音

節を単位とした相対頻度表（彼の用語ではバイグラムで

はなくdigram）を挙げることができる。この頻度表を用

いて平田（1974〉は，日本語への0次，1次，2次の近

似を示す近似文字系列を作成している。しかしながら，

今栄（1960）を含め，現状の日本語材料に関するデータ

ベースは現在では古いと見なさざるを得ないものが多い。

特に本研究で問題とするカタカナ語のほとんどは外来語

であり，時代に即したデータベースの作成が必須である。

　本研究でカタカナ語を問題とする理由は以下の通りで

ある。日本語はその表記形態の特殊性から，単語の語彙

への接近に及ぼす様々な影響を検討する際の有効なッー

ルと見なされてきた。その一方で表記形態の特殊性から

その刺激統制が困難になっていることもまた否めない。

すなわち単語そのものの出現頻度同様，日常どの表記で

目にすることが多いかという表記の親近性が，視覚呈示

された際の認知過程に影響を及ぼすことが示されており

（広瀬，1985；川上，1993），このことは単語認知過程

を扱う実験においては，表記の親近性をも統制すること

が必要であることを意味している。

　こうした観点から見るとカタカナ表記語はその表記が

比較的安定しており，少数の例外（“コーヒー”を“珈

誹”とも表記できる）を除いては，単語と表記との対応

が一一対一に近い。さらにカタカナは表音文字であり，そ

の文字と音韻との対応も一対一に近い（限定的例外とし

て“ハ”が／wa／と発音されうること，“オ”と“ヲ”、の

発音が区別されないことを挙げておきたい）。以上の理

由から，カタカナ表記語は日本語における単語認知過程

の検討のための統制が比較的容易な刺激であることがわ

かる。カタカナ語を材料とした実験を行うにあたっては，

その材料のバイグラム頻度を算出する必要が生じるが，

現状ではそのための適切なデータベースは存在しない。

そこで本研究では，カタカナ2文字を組み合わせたカタ

カナバイグラムの頻度を算出することを目的とする。

　こうした構成要素の頻度として，2種類の頻度が問題

とされることが多い（Campbel1＆Besner，1981参照）。

第一一の頻度はtoken　（あるいはpdnted）ffequencyと呼ば

れる頻度（以下token頻度）であり，一定量の印刷物の

中に当該刺激が何回出現するかを数えたものである。国

立国語研究所による「現代新聞の漢字（1976）」，「現代

一2一



カタカナ4文字語を構成するカタカナバイグラム頻度表

雑誌九十種の用字用語（1962，1963，1964）」などはそ

れぞれ一定量の新聞，雑誌の中に特定の漢字あるいは用

語が何回出現するのかを数えたものである。

　これに対して第二の頻度はtype　ffequencyと呼ばれる

頻度（以下type頻度。研究によってはversatility）で，単

語より下位の刺激（文字，バイグラム等）の頻度として

問題とされるものである。当該刺激が何種類の単語の中

に出現するのか，言い換えれば当該刺激を含む単語が何

種類存在するのかを数えたものであり，この際その刺激

を含む単語そのものの頻度については考慮されない。

　以上2つの頻度のうち，本研究では以下の2つの理由

により，type頻度を算出する。

　第一の理由として，現在単語認知過程の検討において，

類似語（neighbor）の持つ効果が注目されている（Sears，

Hino，＆　Lupker，1995）ことが挙げられる。Colthe頒，

Davelaar，Jonasson，＆Besner（1977）は，その単語に含

まれる文字を1文字変更することによって作成され得る

単語（neighbor）数をカウントすることによって，各単

語のneighborhood－density（N－metric）を算出した。この

概念そのものは，綴りが似ている単語の数を問題にして

いる点で，type頻度と近い概念である。Colthe飢ら

（1977）の実験では，類似語数は単語の語彙判断時間に

は影響を与えないが，非単語ではその棄却に要する時間

に影響を与えることが示されている。Andrews（1992）

は，低頻度語では類似語数による反応時間の促進が認め

られるが，高頻度語に関しては類似語数の効果は認めら

れないことを報告している。このように類似語数の効果

は様々なものが報告されており，現在も多くの研究者の

関心を集めている。この類似語数に近い概念としてtype

頻度を扱い，単語認知過程に及ぼす影響を検討すること

は意味あることである。

　第二の理由は，カタカナ語の出現頻度に関する新しい

データベースの入手が困難であることが挙げられる。、精

度の高いtOken頻度算出のためには，精度の高い出現頻

度を参照することが必至であるため，本研究ではtype頻

度のみを算出するに留める。

　type頻度の算出にあたっては，その対象となる単語群

を設定する必要がある。本研究では客観的な基準として，

Macintosh版岩波広辞苑第四版　（新村出記念財団，1995）

を設定し，この辞書にカタカナ表記で登録されているも

のをカタカナ語と見なした。さらにバイグラム頻度は，

特定の長さの文字列内の特定の位置における出現を問題

としているものが多く，またこの頻度が認知課題におけ

る課題の遂行と最も高い相関を示すというデータも報告

されていることから（Massaro，Taylor，Venezky，Jas一

“zembski，＆Lucas，1980），本研究ではカタカナ4文字

表記語のみを対象として分析を行う。

　本研究の目的は，カタカナ語を材料とした認知実験に

用いられる単語あるいは非単語に対して，そのカタカナ

バイグラム頻度を算出することを可能にするためのデー

タベースを提供することにある。そのため岩波広辞苑第

四版に基づき，カタカナ4文字表記語の母集団を決定し，

特定のカタカナバイグラムが，カタカナ4文字表記語の

特定位置に出現するtype頻度を算出する。

方法

　1．カタカナ4文字表記語の定義

　本研究では客観的な基準として岩波広辞苑第四版（新

村出記念財団，1995）を設定し，この辞書に登録されて

いるものを単語と見なした。この辞書には固有名詞や略

語の扱いに関して悉皆性が認められないことや，心理実

験で被験者とされる現代の大学生にとって見慣れない項

目を含んでいることなど問題も認められるが，・日本語の

代表的な辞書であること，電子化された媒体でありその

操作が容易であることから，今回の基準として採用され

た。本辞書に準拠し，以下の3つの基準を満たす単語を

カタカナ4文字表記語として定義した。

　1．Macintosh版岩波広辞苑第四版（新村出記念財

　　団，1995）に見出しとして登録されていること。

　2．Macintosh版岩波広辞苑第四版に，その表記とし

　　てカタカナ4文字表記が登録されていること。

　3．全ての文字が直音あるいは擾音（ン）である（拗
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　　音，促音，長音を含まない）こと。

　以上の3つの基準に合致する項目をMacintosh版岩波

広辞苑第四版から抽出し，1664項目を得た。さらに，同

一の表記の項目が複数存在する場合には，そのうちの1

項目のみを残し，他を削除した。1664項目中，同一表記

をもつ項目が2つ存在するものが31組，同一表記を持つ

項目が3つ存在するものが3組存在した。同一表記を削

除した結果，カタカナ4文字表記語は1627項目（＝1664

一（31＋3×2））となった。またこれらの項目は「ア・

イ・ウ・エ・オ・ヴ・カ・キ・ク・ケ・コ・ガ・ ギ・

グ・ゲ・ゴ・サ・シ・ス・セ・ソ・ザ・ジ・ズ・ゼ・

ゾ・タ・チ・ツ・テ・ト・ダ・デ・ド・ナ・二・ヌ・

ネ・ノ・ハ・ヒ・フ・へ・ホ・バ・ビ・ブ・べ・ボ・

パ・ピ・プ・ぺ・ポ・マ・ミ・ム・メ・モ・ヤ・ユ・

ヨ・ラ・リ・ル・レ・ロ・ワ・ン」の69文字（以下文字

セット）によって構成されていることが明らかとなった。

　2．バイグラム頻度の算出

　文字セット内のカタカナ2文字を組み合わせ，4761個

（69×69）のカタカナバイグラムを作成した。これら

4761個のカタカナバイグラムが，それぞれの出現位置毎

に今回定義された1627項目のカタカナ4文字表記語中の

何語に出現するかが算出された。出現位置として最初の

2文字（たとえば“アイロン”の“アイ”が占める位置：

バイグラム1．以下bl），真ん中の2文字（たとえば“ア

イロン”の“イロ”：バイグラム2．以下b2〉，最後の

2文字（たとえば“アイロン”の“ロン”：バイグラム

3．以下b3〉の3つの位置毎に各バイグラム頻度が算

出された。たとえばカタカナバイグラム“アマ”は，最

初の2文字として“アマゾン”，“アマンド”の2語中に

出現するので，そのb1としての頻度は2となる。また

真ん中の2文字としては“ドアマン”のみに出現し，そ

のb2としての頻度は1である。そして最後の2文字と

してはどのカタカナ4文字語にも出現しないため，その

b3としての頻度は0であると見なされる。さらに以上

の算出結果から，文字位置を特定しなければカタカナバ

イグラム“アマ”は“アマゾン’1，“アマンド”，“ドアマ

ン”の3語（＝2＋1＋0）中に出現し，位置を無視し

たカタカナバイグラム頻度（bT〉は3と定義される。

結果と考察

　文字セット内の文字を組み合わせて作成したカタカナ

バイグラムの位置毎のカタカナバイグラム頻度（b1，b

2，b3）及び位置を無視したカタカナバイグラム頻度

（bT）をTable1に示した。Table1に出現しないカタカ

ナバイグラムは，そのカタカナバイグラム頻度が0であ

る（今回定義されたカタカナ4文字表記語中に一度も出

現しない〉ものである。

　本研究の目的は，カタカナ4文字表記語について，そ

れらを構成するカタカナバイグラムの頻度をその出現位

置ごとに算出することであった。Macinωsh版岩波広辞

苑第四版に基づき，各カタカナバイグラム頻度が定義さ

れ，算出された。この算出結果の利用に関して，以下の

2つの方向性を挙げておく。

　欧米諸言語におけるバイグラム頻度との対比

　英語のようなアルファベット系の言語と日本語との間

には考慮すべき差異が存在する。それは，アルファベッ

ト系言語においては，バイグラム頻度は，むしろ正書法

的（o“hographic）な特性であり，音韻的特性ではない。

たとえば英単語の語彙判断課題あるいは命名課題におけ

るバイグラム頻度の効果を検討したAndrews（1992）は，

この要因を正書法的な要因（orthographic　redundancyを

代表する要因）と見なして議論を進めている。しかしな

がら，カタカナ表記語におけるカタカナバイグラム頻度

は，正書法的な要因であると同時に必然的に音韻的な要

因でもあり得る。なぜなら，先に述べたようにカタカナ

は文字と音韻との対応が一義的であり，当該カタカナバ

イグラムが複数の単語の中に現れるときには，それらは

常に同一の音韻を有している。具体的に述べるならば，

英単語におけるバイグラム“si”は，単語“sick”や単

語“size”の中に出現するが，それぞれの単語において

その対応する音韻は異なるが，カタカナバイグラム“サ

イ”を考える時，それはどの単語（たとえば“サイクル”，
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“サイレン”等）においても一貫した発音と対応する。

したがってカタカナバイグラムは，純粋に正書法的な手

続によって算出されているが，音韻的な要因としても機

能しうることに留意する必要がある。欧米諸言語では綴

り，と音韻の対応の一一貫性（COnSiStenCy）』，規則性（regUlar－

ity）が単語の認知に影響を及ぼすことが知られている

（Jared，1997）。この知見を異言語間に拡張して考える

ならば，英単語におけるバイグラム頻度と本研究で算出

されたカタカナバイグラム頻度とは，そのの単語認知過

程に及ぼす影響が異なっていることも考えられる。バイ

グラム頻度効果の言語間での差異に関しては，今後のさ

らなる実験的な検討が必要であり，そのための刺激作成

においては，今回報告されたカタカナバイグラム頻度表

は有効なツールとなる。

　認知実験における刺激の統制

　より一般的な認知心理学実験の枠組みからは，本研究

の結果は以下のような位置づけを持つ。先述のように単

語認知過程の解明を目指す実験者の多くは，単語のバイ

グラム頻度を統制すべき要因であると見なしている。今

回の算出により1カタカナ4文字語の「カ、タカナ語らし

さ」が評価・統制可能となった。また語彙判断課題にお

いて，刺激単語と組み合わされる非単語が単語そのもの

の判断に影響を与えることは多くの実験で示されている

（川上，1996；Pugh，Rexerゲ＆Katz，1994）。今回報告

されたカタカナバイグラム頻度表に基づけば，「カタカ

ナ語らしい」あるいは．「カタカナ語らしくない」非単語

を作成することが可能となる。たとえば非単語“アンタ

ル”は，その総カタカナバイグラム頻度が43（19（アン

　〉＋13（ンタ　）＋11（　タル）〉となるのに対して，

同じ4文字からなる非単語“ルンアタ”ではその総カタ

カナバイグラム頻度が1（1（ルン　　）＋0（ンア　）

＋0（　アタ））となり，前者の方が後者に較べて，よ

りカタカナ語らしいことがわかる。このように今回算出

されたカタカナバイグラム頻度表を用いれば，任意の文

字列に対してその総カタカナバイグラム頻度が算出可能

になる。今後本研究で算出されたカタカナバイグラム頻

度表を用いて実験材料の統制を行っていくことが期待さ

れる。
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Table1－1

　　　　　　　　　カタカナ4文字語を構成するカタカナバイグラム頻度表

カタカナbigram（K－b〉の位置毎のbigrarn頻度（b1・，b2、b3）及びカタカナbigram頻度（bT）
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読書科学第43巻第1号

Tab畳e1・一2 1カタカナbigram（K－b〉の位置毎のbigram頻度（b1，b2，b3〉及びカタカナbigram頻度（bT）
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Tab置e1一一3

　　　　　　　　　カタカナ4文字語を構成するカタカナバイグラム頻度表

カタカナbigram（K－b〉の位置毎のbigram頻度（b1づb2，b3）及びカタカナbigram頻度（bT）
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Table1－4　カタカナbigram（K－b）の位置毎のbigram頻度（b1，b2，b3）及びカタカナbigram頻度（bT）
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1
0
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1
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1
1
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1
03
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ミノ　1

ミビ0
ミブ0
ミヘ

ミメ

ミヤ

ミラ
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ミノレ

ミレ
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ムシ

ムジ
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1
1
0
1
1
1
1
1
0
0
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00　1
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0　1　1
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ムズ00－33
ロ　　ヨロロロ　ロロ　ロじ　ロじロロほ　　じコじじ　　　ロじ

ムセO　l　O　l

ムソ　0202
じ　ロロロ　ロ　ロ　　　じ　コロロ　　ロじロじじロ　　　じ

ムタ　O　l　O　1
ロ　ロ　ロロ　　　じ　じじロロ　　じロじロロロじロロコじロ

ムチ0011ロじじロ　ロ　　じじロロじ　ロ　　ロじ　コロロじじじ　ロロ

ムデ1001じ　ロじじ　ロ　　じじ　　　ロロ　ロ　ロロロロロロロロじロ　　ロ

ムト0011じロ　ロロロ　ロ　コ　ロロ　ロロリじロじじロ　ロじ　　ロロロ

ムニ　100　1
　ロじロ　ロヨロ　　ロ　ロじロロ　ロロ　し　ロじロ　じ　じ

ムノ　O　l　O　1

ムバ　100　1
　ロロじ　ロロじじ　　ロロロロ　ロロ　　ロにじじロロロじ　

ムポ0101ドロ　コじ　　じロ　ロじじロロ　じ　ロロ　ロじ　ほロじコ　じ

ムラ　02　13
　　コじ　　　　　　　　じ　　じロコ　コロのロロじじじコロロ

ムリ　O　l　O　l
ロロ　じじじ　ロじ　　　じ　ロ　じ　じロ　ロ　じ　　じ　ロ

ム」レ　1203
ロロ　ロ　コじじ　　　　ロじじロロ　ほのじ　　　じじじじロ

ムレ　O　l　O　l
ロじロ　ロ　ロ　　ロコ　じロ　　じし　じじじ　じじじロコじ

ムンO　l　O　l

メイ　O　l　O　1
　ロロロロ　　ロじ　じじロロ　　じじロ　ロロ　じロロロロ　　

メガ3003
メキ　1001
ロじ　ドじロロじじ　　ロロ　じ　ロ　ロ　　じロ　じじ　ロ　コ

メコ　O　l　O　l
ロ　ロロロロ　ロ　ロロロじじ　ロじロ　　ロロ　　　じコ　　

メサ　100　1

メシ　1203
メジ　1001
ドココじ　じロロほじ　コ　　　　コじじじ　ココ　ほじ　　　じ

メス　00　1　1
　ロロロじ　コロロ　　　　ロじじしじ　ロじ　　じロ　　ロ　

メタ　O　l　O　l

メダO　l　O　l
じロロ　ロロ　　　ロ　　　じ　　じ　じ　じ　　じ　じぴ　ロ

メテO　l　O　1
ロじじ　コじロ　　ロ　　じじ　　　ロ　ロじじ　じじコじ　じ

メトO　l　l2
メネO　l　O　l

メフ　l　l　O2
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のロじ　ロ　ロロ　しじロじ　　ロロ　ロじ　コロじコロロ　コ
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メロ　O　l　12
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ヨセ2002ロじ　　　　じロ　ロ　じの　コロ　ロロロコロ　　ロ　コロロ
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ラズ0303しじ　じじヨ　じロじロしじロじロロロ　ロロ　ロ　コロロロロ
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Table1－5

　　　　　　　　　　　カタカナ4文字語を構成するカタカナバイグラム頻度表

カタカナbig「am（K－b）の位置毎のりi♀岡搬，（b1・b2・b3）及びカタカナbigram頻度（bT）

K－0動10205動’『

ラソ　0303
ラタ　O　l　l2

ラダO　l　O1

ラチ0303
ラテ　1203
ラト　0303
ラド0011，
ラナO　l　O　l
ゆロロ　　ロ　じじ　ロじロ　りじリロロロじロ　じ　ロリ

ラニ0404
ラネ0101ゆのロ　　ロロロロ　ロじむロロロじ　ロロじ　ロ　ロじロロ　

ラノ　l　l　l3

ラハ0202
ラパ　1506
ラヒ　O　l　O　l
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ラホ0101
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リ
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1
1
1
2
1
0
0
1
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1
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0
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0
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0
0
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1
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3
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1
1
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1
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1
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ロジ2　103
ロス　3　2611

ロセ　0202

ロチ0303
回ト　0303
ロニ　02　13

ロヌ　0　10　1

ロネO　l　O1
回ノ　O　l　O　l

ロパ　O　l23

ロビ0　112
ロフ　0　156

ロブ0101
ロペ　100　1

ロペ　O　l23
ロホO　l　O　1

回ポ0011
ロポO　l　O1

ロマ　100　1
ロミ　O　l　O　1

ロム　1023
ロメ　0　10　1

ロモ　O　l　O　1

ロヤO　l　O　l

ロラ　O　l　12

ロリ　1405

ロレ0202
ロワ　00　1　1

ロン　192232

ワイ　2406
ワク　10　12

ワグ　100　1

ワジ・〇一〇1盈

ワス0011リコロじじロロロロ　ロじロ　ロロロじじ　じロ　ロロロじロ　

ワセ　100　1

ワト　1102
ワナ00　11

ワニ1001
ワピO　l　O　1．

ワフ　0　10　1
の　　　　じ　　コじじじ　　　　　ロじロ　ロ　ロロロじコロ

ワラ　10　12
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ワン　4　1　16
ゆじコロ　ロロコじ　じ　　ロロロ　ロロじ　　リロロロロじじ

ンイ　0101
ンエ　0　10　1

ンカ　06　17

ンガ07310
ンキ04　15
ンギO　l　O　l

ンク　06814

ング　061218

ンケ0336
ンゲ05　16
ンコ　05　16

ンゴ05　16

ンサ0606
ンザ0213
ンシ　O　l　O　l

ンジ　04711

ンス　071118

ンズ0077
ンセ　0303

ンゼ0415
ンソ　03　03
ンタ　O　l3　114

ンダ06612
ンチ0246
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ンテ　07　18

ンデ0819
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ンニ　O　l　12

ンヌ　0022

ンネ0303

ンパ0538
ンパ　010010

ンヒ　0202

ンビ0505
ンフ　0404

ンブ0213
ンブ07411
ンペ　0404
ンベー0808
ンホ、0101

ンポ0718
ンポ0415
ンマ　03　14

ンメ　0202
ンモ　03　03

ンヤO　l　O　l

ンリ　O　l　O　1

ン」レO　l　O　1

ンレ　0202
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SUMMARY

　　　盟sstudyコrese騰atable，based・n116274－1e枕er

Kat欲㎝a．w・rds・．t・sh・wleng血一s卿i五c・P・sid・n田

Katakana－bigr衰m　type』丘equency　counts．The　word　popula－

tion　on　which　the　table　is　based　was　selected　ffom　a　repre－

sentadve　Japanes“dicdonary，the　Macintosh　Iwanami

KOHJIEN，41h　edition，on　CD－ROM．

　　　Table　l　shows　Katakana－big㎜s　by丘equency　and　po－

sition．The　colu㎜headings　b1，b2，and　b3refer　to廿1e　vad－

ous　bigram　p（》sitions，with　the　number　indicating　the

Katakana　bigram16tter－position　in　the4－1etteτKatakana

words．The　table　also　has　a　column　heading　bT　under　which

廿1e　to回Katakana4》igram」ヤequencies　are　g卑ven　in℃spective

ofthe廿PQsidon。

　　　This　table　may　be　employed　to　provide　no㎜ative

tyIゆ一f士equency　data　for　experimental　studies　in　Japanese

word　recognitiop　using4－letter　Katakana　words　and4－1etter

Katakana　nonwords．
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授業記録

医学生にたいする「国語」教育の試み

インフォームド・コンセントとの関連を中心に一 ＊

筑波大学　石塚 修申申

1　はじめに

　近年の社会的関心の高い言葉の一つに「インフォーム

ド・コンセント」がある。村上囲男によれば，その公的

初出は1964年第18回世界医師会総会の「ヘルシンキ宣言」

とされる。その後，1968年に初めて法律的用語として使

われ，1983年の「生命倫理に関するアメリカ大統領委員

会レポート」で倫理的な面も加わり用いられるように

なったようである。日本では日本医師会生命倫理懇談会

から「説明と同意についての報告」が1990年に出され，

公的な用語となった（1）。また，最近では1998年6月「カ

ルテ等の診療情報の活用に関する検討委員会報告書」に

取り上げられるなど，現代用語としての社会的な関心は

ますます大きくなっていると言える。

　このように元来インフォームド・コンセント（in－

fbmαl　consent）という語は，アメリカの法律上の用語

であった。そのため，中村雄二郎などは，それを邦訳す

ること自体の難しさを指摘している（2）。

　しかし，現実問題として，日本の医学界にも「国際化」

により早急に導入する必要性が生じたため，1990年『日

本医師会報告書』は「説明と同意」という訳語を当て，

日本社会での定義とした。ただし，この訳も，「我が国

では，『説明と同意』と訳されることが多いようである

が，『説明を受けたうえでの同意』といった方が訳語と

‡Instruc血g　Japanese　medical　students　on　the　moaning　of“in－

　fo㎜edconsent”inaunivemiωapanese－languagedass．
紳ISHIZUKA，Osamu（University　ofTsu㎞ba）

してはより近いかもしれない。……結局は，『イン

フォームド・コンセント』と英語そのままが使われるこ

とが多く，本書もこれに従った。」と森岡恭彦が指摘す

るように，日本語として未成熟であった（3）。こうした経

緯を経て，先の厚生省検討会では「十分な情報を得たう

えでの患者の選択・拒否・同意」という訳語が当てられ

るにいたり（4），現在のところは，この訳語を日本での一

般的定義として考えるべきであろう。

　また，我が国でのインフォームド・コンセントの社会

的取り上げられ方をみると，医学や法学・倫理学の分野

からのみ，その論評がなされているようである。実際，

平成8年2月14日に日本学術会議で行われた公開講演会

「インフォームド・コンセント（説明と同意）」の講演

者の内訳も，医学3名・法学1名・宗教学1名となって

いる（5）。もちろん，インフォームド・コンセントの在り

方を論じるのに，医学をはずせないことは言うまでもな

い。しかし，「説明」という語が訳語に用いられている

にもかかわらず，「言語」の分野からその検討がなされ

ていないことは，大いに問題ではなかろうか。逆に言え

ば，「言語」の分野からインフォームド・コンセントに

たいし，活発な論評がなされていないことにも問題があ

ると言える。管見では「言語」的見地からのインフォー

ムド・コンセントヘの取り組みとしては，香川靖雄が紹

介している平成8年3月『医学用語標準化の調査研究』

報告書がある程度である（6）。そして，それさえも医学用

語の難易の問題の指摘にとどまる。インフォームド・コ

ンセントの在り方について考えていくとき，これまでの
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ように医学の分野からのわかりやすい用語の選定や病気

別マニュアル開発にqみとどまつて》’て・はたしてよい

のであろうか。加藤一郎は，インフォームド・コンセン

トの大切さ．とは，医師と患者が対話することが「医師と

患者の間の一つのコミュニケーションめ手段」となり，

「お互いに理解し合」い，「そして，そこに医師と患者

の間の信頼関係が生まれてくる。」（7）という点にあるとす

る。また，阿部正和も1983年の第21回日本医学会総会で

の医師会長花岡堅而の「最近の若いドクターは病人と

ちっとも話をしない」という発言にたいし，「そうかも

しれません。これからの医学教育のなかで，気をつけま

すよ。よく反省します。」と述べ，さらに1

　　医療の始まりは言葉であります。そして，医療の終

　わりもまた言葉ではないでしょうか。今こそ言葉の重

　みというものを考えたいと思うのであります。

と医師教育における言葉の重要性を強く説いている（8）。

　では，医学界でのこうした指摘をふまえ，将来医師と

なる医学生を対象に「言葉」の分野からインフォームド・

コンセントを考えさせるような国語教育が，はたして実

践されているであろうか。残念ながら，それに関する実

践報告は今のところ無いと思われる。そこで本稿では，

そうした国語教育の現状をふまえ，たんに医学生の「説

明」の技術を習熟させるのみではなく，患者ど「対話す

る」という医師にとって重要な言語能力の獲得に向けた

「国語」の授業を，筑波大学医学専門学群の学生を対象

に試行した報告を行うこととする。

2　試行的実践の報告

　筑波大学では，開学以来25年に渉って，共通科目とし

て「国語」を設置してきた。今回取り上げる医学専門学

群では，1年次の第1学期に10回程度の講義を必修とし

て課している。今回の報告は平成10年度入学の34名を対

象として実施した講義についてのものである。

　以下，第1時から第9時まで順を追って報告する。

　第1時では，学生に「医師に求められる言語能力とは」

という題で400字の作文を課して，各人の問題意識を喚

起するための素材とした。その際には，医師と言葉の関

わりの密接さを事前に学生には示さず，自由に書かせた。

彼らが答えた「言語能力」から，主なものを拾ってみる

と次のようである。

　・思いやりのある言語を用いる。

　・患者を説得し安心させるという力。嘘をつく能力。

　・その場にあった表現を適切に選ぶ能力。患者からう

　　まく診断に必要な情報を引き出す能力。

　このなかで「インフォームド・コンセント」という用

語を直接に用いた学生は34名中3名であった。ただし，

「説得力」「思いやりのある会話力」「患者とのコミュニ

ケーション能力」というようなインフォームド・コンセ

ントと基本的には共通する点に，多くの学生が注目して

いることは，医師を取り巻く社会的環境がパターナリズ

ム（温情的干渉主義）（9）から転換を遂げようとしている

現状を学生たちも敏感にとらえているためと考えられる。

　だがその一方で，学生たちがここに示した「能力」は

たんに知識としての・「言葉」のうえから漠然ととらえて

いるにすぎないとも考えられる。実際に「生きた」言語

能力として発揮されなくては，医師として臨床での活用

はできまい。そこで，第2から5時の講義では，そのこ

とを学生に自覚させることを目的とした。その内容は，

「病名」を付ける機能，「病気」を「説明」するときの

「定義」の曖昧さの再検討である。

　まず，読売新聞の平成9年1月19日付けの記事「医療

ルネサンス1372『もっと医療情報を5』」で取り上げら

れている、そこに出てくる三重県津生協病院笠間睦医師

の医学用語の理解度のアンケート調査を参考に，「イン

フォームド・コンセント」「潰瘍」「ポリープ」「胃透視」

「狭心症」といった用語について，彼らなりの「説明」

をさせた。そして，その回答例を見ると，まさしく先に

危惧したとおり，医学生たちの「言葉」への認識の甘さ

が明確に分かる。つまり，「インフォームド・コンセン

ト」のような概念的用語についての説明は明快であるも

のの，「潰瘍」「ポリープ」といった具体的な「ことがら」

の説明になると途端に漠然としか回答できないのである。
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まだ新入生であるから知識不足は致し方為るまいという

見解もあろうが，彼らの「説明」という「言語」化の過

程で，対象によってこうした大きな落差があ為ことは，

けっして望ましいことではない。一例として1君の場合

を紹介する。1君は，「インフォームド・コンセント」

について次のように「説明」する。

　・r説明と同意」患者の自主決定権を尊重し，医師が

　　患者に十分な説明をしたうえで，患者が自らの意思

　　で治療方法等を決定すること。

これはまさしく模範的な回答と言えよう。しかし，「潰

瘍」についてとなると，

　・胃等の臓器の内部が荒れる。

という程度にとどまり，「狭心症」にいたっては，

　・体の大きさに比べて心臓の働きが弱く，全体内に血

　　液がいきわたらない。

と言うような「説明」になってしまうのである。多くの

学生たちの回答はこのようであった。これは，ただたん

に本人たちの医学的知識の乏しさが原因なのだろうか。

むしろ，知識のみを優先し「物体」と「言語」の対応の

みを求めていった結果が，こうした「説明」の落差現象

を生み出しているとは言えないだろうか。河合隼雄は，

「もの」は「人問のこころとからだ，たましい，それら

すべてを包みこむ」（10）と言う。医師としてこうした指摘

にたいして，耳を傾けなくては，患者との円滑なコミュ

ニケーションなど，できるはずがない。医師が患者を

「物体」としてしか見ていなかったなら，コミュニケー

ションどころか，信頼さえも得られないだろう。学生た

ちに，その点をよく認識させ，たんなる「病名」付けや

「知識」の切り売りが「説明」ではないことを理解させ

ようとしたのである。

　第5時から9時までは，具体的な「説明」の場を想定

し，「インフォームド・コンセント」の在り方について

考えさせた。第5時に，「あなたなら，こんなとき患者

さんにどのような言葉をかけてあげますか」という設問

を与えた。（表1）がその回答の一部である。ここでは

5つの「場」を想定し回答させ，第6時にはその回答例

のなかから，自分として賛成できるもの，反対するもの

を学生にそれぞれ指摘させた。

　第7時は（表1）をもとに話し合いを行った。ケース

ごとに学生たちの意見を述べてもらい，それぞれの回答

に，なぜ賛成するのか，なぜ反対するのかについて討論

をさせた。そのときのコメントが（表1〉に付してあるF

（学生の分析）の部分である。

　1のガンの余命告知の例などは，インフォームド・コ

ンセントのうえでしばしば問題となる。その対応につい

て，星野一正は「数字単位で言うのは具体的で，患者に

正しい情報を提供するという意見」があるが，それは「誤

魔化しだ」し，「目標を立ててあげ」，そのうえで「一生

懸命に生きよう，治そう」という「意欲」を持たせるべ

きだという提案をしている（11）。

　また，2の例も星野一正が「肩の張らないインフォー

ムド・コンセント」の「病状説明」の例としているもの

である。そして，そこには「現代医学の限界」に関わる

「病名」の「断定」の難しさが含まれていると言う（12）。

　3は，以前に私が行った体育専門学群の学生を対象と

しての「コーチ」と「言葉」の関わりを理解させるため

の試行的実践の例と同じ場の設定である。体育を学ぶ学

生との比較をするために示してみた（13）。

　たとえば，体育専門学群の学生の回答では一番支持が

多かった，

　　今無理をして試合に出て，けがを悪化させて，この

　後プレーできなくなるより，今は我慢して今回はみん

　な見て，学ぶのがいいよ。みんなをサポートするのも

　勉強だからね。

という回答と比較すると，医学生の方には，「自己決定

権」についての配慮が窺え興味深い。

　4の乳ガンの告知の例は，森岡恭彦が「患者の納得・

同意」の問題を含む事例として挙げている「生きている

間の生活の質（quality　of　lifb）の大切さ」（14）をヒントに

した場の設定である。

　5の例は，従来のインフォームド・コンセントで具体

的に問題にされたものではない。今回，私が独自に設定
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した例である。医師の「自己」を中心とした「説明」で

は，いくら「説明」能力があっても，第三者の「納得」

を得ることが難しい場合があることを示すための例を意

図したのである。いかに医師の立場はあるとは言え，20

代の若者が，はるかに長い人生経験を持つ人を「納得」

させるにはどうしたらよいかを考えさようとしたのであ

る。同時に，自己の持つ「価値観」の曖昧さをも再認識

させようと試みた。星野一正の指摘にもある，

　　和が重要な日本にあっても，人々の価値観はけっし

　て同じではなく，各人の価値観は，その人の歩んでき

　た人生の経験に大きく影響を受けるものです（15）。

という問題に，医師はつねに直面していることを理解さ

せることを目的としたわけである。医師は患者と向き

合って「対話」し，「十分な説明」をして患者の「同意」

を得ていかなくてはならない職業だからである。ここで

の学生たちの意見は大きく分かれた。とくにBの世間話

をするという態度に，16名もが反対した。医師の対応と

して不謹慎との見方からのようである。だが，その批判

的意見には，先の「人生経験」と「信頼」の問題につい

ての配慮がなされていず，たんに「説明」を職能として

しかとらえていない見解といえる。医師が患者に「説明」

を受けてもらえる「信頼」を得るには，まずどのような

言語活動をするべきか。そうした視点が，欠けているの

である。

　そこで，そのことを考えさせるため，読売新聞の1997

年5月20日付け「医療ルネサンス1488『医師が患者にな

ると11』」に紹介された聖路加国際病院外科医の諏訪勝

仁医師の経験談を示した。諏訪医師は「研修医」になっ

て間もなく，五十歳代の食道ガン患者と出会う。諏訪医

師は，その患者に「息子⊥と呼ばれ，その「プライド⊥

を傷つけられる。一だが「男性は最期の時を迎えようとし」

たとき，「小さな声」で「よく分かっている。，ありがと

う……」と口にする。「医師の一言に，狂おしく動揺す

る母を見てそだっただけに，言葉の重さが身に染みてい

る。『息子』と呼ばれた医師にとって，これが初めての

死亡宣告であった。」と結ばれる記事である。また同時

に，．朝日新聞1998年6月8日付けの九鬼伸夫「記者のち

医者どきどき患者」という記事も紹介した。新聞記者か

ら医師に転身した九鬼医師は，「回診」で「体調のこと」

ももちろんだが，「その人そのものに関心が向か」うと

いう記事である。先の諏訪医師の事例とも合わせて考え

ると，どちらも，医師がインフォームド・コンセントの

基盤となる「信頼」，を患者との間に作り上げていく過程

を示しているように思われる。私は5の例で，まさに医

師の言語能力として，こうしたことを学生たちに理解し

てもらおうとしたのである。

　以上のように，「説明」とは，単純に医学的知識を患

者に提示すれば事足れりとはならないことを，学生たち

に示して考えさせる講義を展開した。とくに5の事例．に

おいては，職業人を超えて，人間として患者にどう対し

ていくかが，医師の対話能力に求められていることへの

問題提起をしたつもりである。

　そして，そうした患者との「信頼」に支えられたコミュ

ニケーションを図る言語能力の育成のため，私は，医学

生の「文学的表現」の獲得を効果的方法として考えた。

それを具体化したのが，第8・9時の内容である。つま

り，患者と医師がお互いの理解と共感を高めるため，

W．イーザーの言う「テクスト」の「コントロール欠落」

から生まれる「受容の創造的局面の基盤」（16）を利用しよ

うと意図したのである。もちろん，「説明」と「文学」

は別個の表現領域として一般的に理解されている。それ

は学校教育で国語科の学習教材が「説明的文章」と「文

学的文章」とに分けられていることからもわかる。「説

明」の領域に属するインフォームド・コンセントの場に，

「文学」を持ち込むことは，やや突飛な印象を与えるか

もしれない。だが，5の事例のように，まず医師として

「説明」をする前に，患者から人間としての信頼を感じ

とらせねばならない場合を想定したとき，それはけっし

て突飛な試みではないと思う。すなわち，「文学」の「表

現」を利用して患者に「創造的受容」を喚起し，それに

よって患者自身に「説明」を受けようとする精神的基盤

を，あらかじめ構築させるのも，医師が円滑にイン
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フォームド・コンセントを行ううえで重要な要件になる

と考えるからである。

　患者は肉体的にも精神的にも「病気」にさいなまれ，

弱い立場にある。医師は，そうした患者に接することが

日常化すると，意外と患者の弱さを忘れがちになるよう

である。ときに医師が患者の精神的支えとなるような

「言葉」を，その対話の中に盛り込むことができたなら，

どれほど患者は救われるだろうか。たとえば，仏教家松

原泰道は，「逆境にあっても自分を支え，導いてくれる
　　　　　　　　　　　　　
いのちのことばを，私は“杖ことば”と言う。」（17）との提

案をしている。医師力乳患者にたいし，実際の診療の場で，

そうした言葉を直接投げかけるべきかどうかは，議論す

べき点もあるだろう。しかし，医師は場に応じたコミュ

ニケーションを図れる能力を持つべきであるとするなら，

医学生がこうした言葉を自分の言語文化の中に数多く持

ち合わせることは，けっして無意味ではあるまい。そし

て，ときに患者自身の生活経験を利用して，・その精神的

支えとなるような言葉を与えてやれるのも，医師の大切

な処方の一つになると考える。講義では星野富弘『鈴の

鳴る道』・相田みつを『にんげんだもの』から作品を選

び，学生に示した。ここで，この両氏の作品を「文学」

の領域としたことには，異論があるかも知れない。しか

し，病床では，絵画や書≧言葉ザー体化し，短文の形式

を取っている方が適当と考え，今回はあえて両氏の作品

にした。

　そして，学期末には「患者に贈りたい言葉」と題し，

文学作品の中から自分の印象に残った「杖ことば」とな

るような表現を見つけ，レポートにまとめるよう指示し

た。（表2）は学生が選んだ表現0一部である。

　一覧してみると，学生の文学的表現の受容は，多様で

あることに気付く。なかには今回の課題で，初めてそう

した表現を意識し文学作品に触れたという学生もいた。

相田みつをの作品が，やや多く目につくが，これは講義

中に紹介した影響もあるかと考えられる。

3　おわりに

今回のインフォームド・コンセントと文学的文章とを

関連づけた「国語」の試行的実践は，（表1）の後に示

した【レポート例】からも窺えるように，学生たちにた

いして，「医師」と「言葉」の深い関わりを再認識させ

るのに十分な効果があったと言えよう。たしかに，実際

の診療の「場」では，直接，文学的「表現」を用いるこ

とは稀かもしれない。しかし，医師からの一方的な「説

明」だけではなく，ときには患者自身の主体的な「読み」

も許容されるような「言葉」を用いた，医師と患者の「対

話」がなされてこそ，その間に「信頼」が生まれてくる

ことを医師が知っておくことは無意味ではない。学生た

ちが，この「国語」の講義を通じて，医師と患者が「人

間」として「共感」を築いていくうえで「文学的表現」

がきわめて大きな機能を持つことを認識できたことは，

インフォームド・コンセントの在り方を考えるうえから

も，医師として必要な言語能力を開発するうえでも，有

意義であったと言える。

（注）

1　村上囹男ほか『IC一自己決定を支える看護』日本看

護協会出版会　1994・2　pp56－59

2　中村雄二郎『術語集II』岩波新書　1997　pp26－30

3　14　森岡恭彦『インフォームド・コンセント』日本

放送協会　1994P　ll　p32

4　厚生省「『カルテ等の診療情報の活用に関する検討

会』報告書概要」「はじめに」平成10．6．18

5　日本学術会議事務局編『日学双書インフォームド・

　コンセント』平成8年日本学術協力財団

6　香川靖雄r医学専門用語の問題点」r日本語学』1997・

　2月号明治書院P50凡

7　加藤一郎「法と生命倫理からみた説明と同意」『日

　本医師会雑誌102－2』日本医師会　平成元・7　p162

8　阿部正和「医師の立場からみた説明と同意」『日本

　医師会雑誌102－2』日本医師会　平成元・7　p177
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9　11　12　15　星野一正『インフォームド・コンセン

　ト』丸善ライブラリー　680　平成9年　p30pp144

－146P103P131－132

10　河合隼雄「『もの』という日本語」『世界』1997．1

　　岩波書店p3（鳳

13　拙稿「言葉と人間の関わりを理解させる『国語』の

　授業一体育専門学群生を対象として一」

　『人文科教育研究』24人文科教育学会1997．8

16W．イーザー・轡田収訳『行為としての読書』岩波

　現代選書特装版　1998　p185

17松原泰道『こころの杖ことば』（財）全国青少年教

　化協議会　昭和51p29

（表1）「あなたなら，こんなとき患者さんにどのような言葉をかけてあげますか。」

1．ある末期ガンの唐者さんに、自分の余命を教えてほしいと言われた場合。
A．あと何年。あと何ヶ月。というようなはっきりしたことは誰にも分かりません。けれども、
　あなたがあなたの命を決して長くないと思うのであれば、残された時間でできるだけのことは
　すべきだと思います。
B．後半年、長くても1年だと思います。だからといって、悲観的になるのではなく、これから
　自分に出来ることを探していって下さい。私たちもぜひお手伝いさせていただきます。
C．あと○○は生きていられます。
D．よく考えて決断したことなら教えます。あなたの余命はもって○○か月です。一日一日を大
　切にして下さい。
E　今の状況だとあと○○ぐらいは大丈夫だと思います。
　（学生の分析）
①Aの「できるだけ」とか「はっきりしたことはわからない」というような言い方は、B，C，
　Dと違って曖昧である。患者は具体的な数字を知りたいのではないか。
②もし末期であるなら、統計的にもある程度の期日は言うことが可能なのではないか・
③Cのr生きていられます」という言い方は肯定的でよいと思う。
④A，Bは当てつけがましい感じがする。むしろ、最低限の情報を与える方がいいのではないか・
⑤A，Bは当てつけがましいと言うより、限定したような言い方をすると、その時期が近くなったときに、患
　者がかえって追いつめられてしまうのではないか。
⑥　あくまで余命を知りたがっているのだから、具体的な期間を示すべき。
⑦患者に答えられないのは答えになっていないというが、妙な不安感を持たせないように配慮するのを第一
に考えるべきである。
⑧Aには反対である。「できるだけのことをすべき」と言いながら、具体的な期間を言わないのでは、患者が
　どうしていいかわからなくなる。
⑨余命を教えてほしいと言っているからと言って、全てを教えるべきではない。必要な嘘もあってよい・ただ
　教えるだけでは医師としての責任が果たせたことにならないと思う。
2．5・6才の子供が発熱して外来に来た場合で、特に病状を特定できる症状が見あたらないとき。
A　何か最近幼稚園で悩んでいたり、辛かったりしたようなことを聞いていませんか。疲れが出ているのかも
　しれません。ゆっくり体を休ませて様子を見て下さい。
B．全力を尽くしましたが病状が特定できません。様子を見ましょう。心配でしょう、気をしっかり持って下
　さい。
C　発熱の原因は分かりません。（C）○○ちゃん、お熱のもとはまだ分からないよ。
D．　特に原因が見あたらないので、お薬を出しておきますので、もう少し様子を見ましょう。
E．　とりあえず解熱剤を出しておきます。様子をもう少し見てみましょう。
（学生の分析）
①Eに賛成。Bのように「病状が特定できない」という言い方は、5．6才の子供を持つ親は子供の病気に
　過度に反応するから、不安が大きくなると思う。
②Bはあまりに露骨である。
3．せっかく高校3年間練習してきたのに、最後の試合の直前にけがをしてしまい、その試合には出られそうな
　病状でなく、もし、無理をすると将来障害が残ってしまうかもしれな1い生徒に対して
A．3年間努力をしてきたのは他ならぬあなたです・ですから・どのよっに決断するカ》まあなた自身航・でも・
　今無理をすれば、将来あなたの体に障害が残ってしまうかもしれません。もし、そっなれば、将来にわたるあ
　なたの可能性の一部を閉ざすことになります。それは大変残念なことだと思い実す。
B．高校3年間、今度の試合に出るために練習頑張ってきたんだよな。私も高校でフグビーをやってきたから、
その気持ちよく分かるんだけどね。君の人生は高校で終わりじゃない。この先のこともよく考えて決めてほ

　しいな。

賛
成
反
対

A 5 10

B 5 1

C 3 12

D 1 4

E 3 3
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（学生の分析）

①Aはよくない。「残念です」とか「棄権すべき」というような行動の方向性を示す言葉は避けるべきである。
②ここでは、医師としての見解はきちんと伝えるべきである。医師としての立場からの意見が言えるのは医師
　である自分しかいないのだから、情報はきちんと伝えるべき。
4．20代の乳ガンにかかった女性に、乳房を全部切除しないと、転移の危険性があると認められた場合。
A　人間の存在価値は容姿にあるのではなく、その人自体にある。乳房を全部削除することは大きな負担である
　が、生きることの価値の方がまさる。転移は可能性でしかないが、死の危険性は避けるべきである。
B．たとえ乳房がなくなってしまったとしても、あなたという人間自身の魅力は決して欠けるものではないし、
　そのことを認めてくれる人も世の中にはきっとたくさんいるでしょう。
C．非常に言いにぐいことではありますけれども、ガン細胞の転移がありうることを考えますと、乳房の完全な
　切除が必要です。もちろんあなたには切除するか否かの選択権があります。必要なようでしたら、いくらお考
　えになってもよろしいですから、自分の納得できる選択をして下さい。
（学生の分析）

①Cがよいと思う。病状＋手段＋選択という手順が良いと思う。
②Cのrいくらお考えになっても」という言い方は患者の立場になっていてよいと思う。
③Aはよくない。「人の存在価値」とか「人間の魅加などといっても、「しょせんは他人事」のように聞こ
　え、患者の反発を招きかねない。
④Aはよくない。「美」にたいする意識は本人の問題である。一
5．80才近い老人が、なんとしても治療の継続を拒否して、衰弱がひどくなりつつある場合．
A　治療を容認するも拒否するもあなたにまかせましょう。ただし、治療すれば必ずもっと長く生きれること、
　それを、自分次第で意義あるものにすることもできるということを忘れないで下さい。
B．治療についての話は特にせず、世間話や子供・孫の話などr今日はいい天気ですね。」rお子さんはお元気で
・すか」など
（学生の分析）

①　　Bの言い方に反対。結局は問題の解決になっていない。まず、治療の話を進めるべき。
②Aはくどいと思う。まずは患者をうち解けさせることが大切である。
③Aのように自己の選択に任せるのがよい。Bのように患者となれ合いになってしまうのは問題ではないか。

【レポート例】

　　「ひとことにある大きな含み」　浅井宏友

　私は将来医者になる予定である。予定は未定であるが、医者になったと仮定しよう。そうなれば、いろいろな
患者に出会うであろう。軽症であったり重症であったり、様々な人生経験を持った人が訪れる。そうした中で、
その人に重大な病気が見つかり、そのことを伝えなければならない時にどう対応すればよいだろうか。淡々と医
学的立場から正確に病状を伝えるだけでよいのだろうか。一応は医学を修めた専門家の役割を果たしているかの
ように見える。しかし、こうしたことをするだけならば、何も人間である必要はない。ロボットにも出来るので
ある。医者が人間であり、患者が人間であることを生かさなければならない。
　たとえば、左目がガンにおかされた三十五歳の男性がいたとしよう。ガンが転移する可能性が高いため、すぐ
眼球を切除しなければならない。そのことを話したあと、医者に成り立ての私が、「早く見つかって幸いでした。」
とか、「片目がのこっているじゃないですか。」とか、「お気の毒です。」と言っても相手の心には届かないだろ
う。反対にそうしたことを軽々しく口にしたことによって、相手の心を閉ざすことにもなりかねない。そういう
とき役立ちそうな言葉が、rくちではなあ」（相田みつをr一生感動一生青春』）である。こういった状況の時・
他人である医者から口だけの励ましをかけてほしくないだろう。またかと思われてしまうだけである。隣の人が
事業に成功して家を新築したので、お祝いを持っていき「よかったですね。」と口では言っているが本心は「こ
のやろう、日当たりが悪くなったやろうが。」と思っているように。かといって、何も言わないのでは信頼され
る医者とはならない。だから「くちではなあ」なのである。病気のことを聞いて混乱している患者には伝わらな
いかもしれないが、後で冷静になって、医者の伝えた言葉の一つ一つを反すうしていつたとき、「くちではなあ」
という言葉を自分なりに理解してくれると思う。
　言葉は万能であるかのように見える。しかし、語った人が思ったとおりに受け手が言葉を受け取ってくれる≡
とはまずない。受け手の、その場での感情や、置かれている状況、そして生まれてから現在間での人生全てで言
葉を受け取るのである。人生経験の浅い私たちが、いくら言葉を並べても仕方のないことである。相田みつを氏
の著作を読んでそのことを思い知らされた。たった数文字で私に何かを感じさせてくれたのである。あるものは
感動を、あるものは郷愁を、またあるものは浪人することがきまったあの日の感情を。この人の作品だこ塾ほど
にベストセラーとなったということも、多くの人がわずか数文字に感じるところがあったからであろっ戸目葉は
短くても、読み手がどういう人であれ、心の底から出てきた言葉は、人の心に浸透していくのである＿
　私は、医者の言葉は患者にとつて、かなり重いものであるのだから、その場しのぎの・とってつけたような言
葉はしてはならないと思う。なぐさめなり、自分の価値観を押しつけることは、押しつけがましい唇かりか、自
分のことを理解してくれていないといっ印象を与えかねないからである。だから、そういったときに、心の底か
ら語りかけているように、言葉では表現できないということを、正直に伝えるべきである。「くちではなあ」な
のである。
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（表2）　「患者に贈る言葉」

作 品

星野富弘『愛・深き淵より』

V・Eフランクル　霜山徳爾訳
　　　　r夜と霧』

ミヒャエル・エンデ『遺産相続ゲーム』

石垣りんr表札」

幸田文『おとうと』

サン・テグジュペリ『星の王子さま』

シェイクスヒ。ア福田恒存訳

　　　　　　『ハムレット』

『きけわだつみのこえ』

山本周五郎r赤ひげ診療謂』

相田みつを
　　　　「あたりまえのこと」

相田みつを　「くちではなあ」

相田みつを「ただいるだけで」

高野悦子『二十歳の原点』

五木寛之『生きるヒント』

陶淵明「帰居田園」其三

『新訳聖書』

マタイによる福音書第5章

相田みつを　『しあわせはいっ
もじぶんがきめる』

該　当　部　分

　体のどこかが人の不幸を笑っている。人のしあわせが　にがにがしく、rあ
いつも　おれみたいに動けなくなればいい」と思ったりする。……

　一人の人間がどんなに彼の避けられ得ない運命とそれが彼にかする苦悩と
を自らに引き受けるかというやり方の中に、すなわち人間が彼の苦悩を十字
架としていかに引き受けるかというやり方の中に、たとえどんな困難の状況
にあってなお、生命の最後の一分まで、生命を有意義に形づくる豊かな可能
性が開かれているのである。

　耳があるのにおまえたち聞かない。目があるのにおまえたちは見ない．だ
からいま、眠っているものがおまえたちに語らね’ばならぬ。石たちが叫び始
めたときようやくお前たちは見るに違いない。聞くに違いない。たがその時
おまえたちは見ることも聞くことも出来なくなっているだろう。

　自分の住むところには／自分で表札を出すにかぎる……

　弥次郎兵衛のおもちゃを知っていますか。……あれですよ。指のさきへ立
って大揺れに揺れている。あれですよ。揺れがうまく平均をとって鎮まって
くれればしめたもんです。少しでも悪くかしいだらそれまでです。とめても
とまるまいと思います。

　さっきの秘密をいおうね。なに、なんでもないことだよ。心でみなくちゃ、
ものごとはよく見えないってことさ。肝腎なことは、目にみえないんだよ。

　一羽の雀が落ちるのも神の摂理。来るべきものは、いま来なくとも、いず
れは来る一いま来れば、あとに来ない一あとに来なければ、いま来るだけの
こと一肝腎なのは覚悟だ。

　棄てても棄てきれない自分。自分で最も良いものと信じている自分の姿、
それは最後まで大事に立派に育て上げるのだ。

　見た目に効果のあらわれることより、徒労とみられることを重ねてゆくと
ころに、人間の希望が実るのではないか。おれは徒労とみえることに自分を
賭ける。

　つまづいたり　ころんだりするほうが　自然なんだな
　にんげんだもの

　くちではなあ

　あなたがそこにいるだけでただいるだけで／その場の空気が明るくなる／
あなたがそこにただいるだけで／みんなの心がやすらぐ・そんなあなたにわ
．たしもなりたい

　人間は完全なる存在ではないのだ。不完全さをいつも背負っている。人間
の存在価値は完全であることにあるのではなく、不完全でありその不完全さ
を克服しようとするところにあるのだ。

　深く悲しむものこそ本当の歓びに出会うもの。暗さのどん底にあるものこ
そ明るい希望に出会うもの。

　衣の沽るるは惜しむに足らず／但だ願いをして違うこと無からしめよ。

　こころの貧しき人たちは、さいわいである。／天国は彼らのものである。
／悲しんでいる人たちはさいわいである。／彼らは慰められるであろう。…

　土の中の水道管／高いビルの下の下水管／大事なものは表に出ない
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提言

学習の自立をめざす自主学習教材開発への試み

その1・授業の質的転換とその方法的課題 ＊

岐阜聖徳学園大学岩坪昭子ホ＊

はじめに

　21世紀を展望した今後の学校教育は，生涯学習社会を

見据えつつ，「生きる力」の育成を基本とし，知識を一

方的に教え込む教育から，子どもが自ら学び自ら考える

教育への転換をめざすことが期待されている。（第15期

中央教育審議会・審議のまとめ）

　情報化・高齢化への急速な時代の進展は，教育社会か

ら学習社会へ更には伝達的教育から助成的教育への転換

を必然ならしめ，教育実践における学習の自立，ひいて

は授業の質的改善への切実な要請となってきている。

　しかし，学習の自立は，久しく高唱されながらも実際

の教育現実にあってはまことに至難な課題である。その

要因として何よりも，学習の主体者であるべき子ども自

身に主体的な目標や課題設定を迫る問題意識が希薄であ

ること，更には，困難に立ち向かう強い意志，問題解決

に積極的に挑む知的好奇心…等の自己学習を支える基本

的な能力基盤がきわめて脆弱化している点が指摘できる。

　加えて，最大の教育条件であるべき教師の意識改革が

容易に進まず，伝統的な教え込み注入方式に固執する余

り，学び支援方式での授業展開に必要な有効な技術や方

法論を生み出せず，自発学習を導く実践的指導力が大き

く衰退している問題である。

　生涯学習時代における「学習の自立」は，21世紀学習

社会（Leaming　Society）を導くキー・コンセプトとして，

教育方法論の重要なテーマである。それは，豊かさによ

る人間疎外を教育的に克服する方途の追求であり，実践

的には，「教える側」から「学ぶ側」への授業の質的転

換である。

　この転換を実質的に可能にするためには，こうした

“期待”と“現実”の間の深い乖離を正しく認識するこ

とが必要である。

　この研究は，こうした問題意識のもとにその方途を，

子どもの自発的な学習を可能にする具体的な条件を整備

することに求めた。それは，学習の自立を支援する教材

の創意開発と作成であり，その教材を活用した“個が生

きる”授業の実現である。

　指導者の意識変革を最大の眼目としたこの実践研究は，

学年研修会を中心とする全員参加の研究体制のもとに，

教材研究の徹底，学習内容の構造化，学習活動の組織化，

教材の創意開発とその実際的作成へと，実に3年の月日

を要した。更にこの創作教材を活用して研究4年目には，

個を生かす授業の方法論を追求，，公開研究授業として全

国から約1000人の参会者に提言し，「日本教育新聞」・

「読売新聞」等の全国版に紹介された。

　ここでは，こうした実践研究の概要を3回にわたって

報告する。その第1回は，自立教材を生み出すに到った

基本的な理念や考え方，教材作成への方法的課題の要約

である。

申Steps　in　the　development　of　teaching　materials　for　independent

study．

噛申IWATSUBO，Aldko（Gifn　Shoto㎞Gakuen　University）
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1．研究主題を学校経営の最重点課題として位置

　づける

　子どもの側に立つ授業を実現する教育条件の最たるも

のは，教師の教育観・指導観の変革である。それは，先

覚的な1～2人の学級担任の単発的な教室実践ではなく，

全校教職員を対象にした教師集団の再教育であり，学校

の教育環境を土壌から地質改善する試みである。この立

場から学校の教育目標を子どもの側に立って現実的・実

践的にとらえ直し，授業改善にかかわる研究主題を学校

経営の最重点に位置づけた。（図1参照）・切実な目標を

共有する研究集団としての一体感を盛り上げ，自立学習

への教材開発という具体的な課題解決過程の中でその相

互教育力を結集させてこそ，成員たる個々の教師に，価

値観やセンス，教育への構えに対する・自己変革を促して

いくことができるからである。

図1　学校経営の重点と研究主題

（学校経営の重点）

1　　こころ豊かに生き生きと　　・i
i　　　学ぷ 児童を育成する　　　　i
」一．－＿＿．．一、．．．．．．＿．一．．一＿．＿．．＿．＿．二一．噂．＿．＿．．．一9．．一．．。．1

（具体的方簾）

学級経営の

充突を図る

．「子どもの側に立った」

　授彙改魯を図る

教育環境の充実と

莫化に努める

（敦科の重点） ＆

国語科を中心に自ら進んで学習活1動に

　　参加する子どもを育成する

（研究燃研究胡）1 む

2．授業改善の視点とそり基本構想

（1）授業の質的転換とその基本的視点

〈ポイント1〉教育観・授業観として

　　　　　　一教える側から学ぶ側ヘー

　履習主義から修得主義へ……これは現代教育の基本的

な潮流である。教育的働きかけが，被教育者としての子

どもに何らかの“変化”をもたらすという意味では，そ

の基底となる教育観によって，二様の考え方が出てくる。

履修主義的教育観では“履修”という形式が優先する。

“変化”が教える側の意図や期待のレベルで止どまり，

“教えた”という行為の終了が教育の成立を意味するこ

とになる。しかし，“教えた”という行為が子どもの側に立っ

て，“真に何を獲得し，何が形成されたか”という修得主

義的教育観からその実質が問われる時，教育の成立とは，

子ども自身の“内実の変化”でなければならなくなる。

　「教えたはず…」「教えたつもり…」という教える側か

らの発想を転換し，学ぶ子どもの側に立って「本当に何

が身についたのか…」を質的に問い返し，履修主義から

修得主義への授業観の変革を図ることが大切である。

〈ポイント2〉主体論として

　　　　　　一自信と活力に満ち，自立する学習主体一

〇学習者である子どもを尊厳の主体として遇し，一人ひ

とりの自己価値観と存在感を高め，自信と自尊の態度を

育てることによって，自立する学習主体としての基盤を

確かにする。

　「…意識し，思惟し，認識する存在としての人間を刺

激し，指導して，その内的な法則を，その神的なものを，

意識的にまた自己の決定をもって，純粋かつ完全に表現

させるようにすること，およびそのための方法や手段を

提示すること，これが人間の教育である……。」注1）

　フレーベルは，子どもの中にある「内的法則………そ

の神的なもの」を「自己の決定をもって」自己実現して

いく過程に人間の尊厳を認め，人問教育の本質を規定し

た。人問の自立とは，人間が尊厳の主体として“秘めて

いる”この内的法則としての可能性を，自己展開してい

く貴任者になるということである。

　人間の本質レベルでとらえられる教育の課題は，まさ

にこの“自立”への支援である。それは，この“未完成”

（A．ポルトマン）の中に内在する成長への希求とエネ

ルギーを，子ども自身の内発的な努力と結びつけること
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によって，人間の尊厳への覚醒を促し，“教育によって

与えられる”ものを通して，一人ひとりの子どもが自ら

の人間的価値を実現していく自立と超克の過程を，正し

く方向づけることであると考えられる。

〈ポイント3〉目的論として

　　　　　　一新しい学力観と学び方の修得一

〇生涯教育構想からとらえられる新しい学力観に立つ教・

育の課題は，生涯にわたって必要な知識や技能を完全に

修得させることではなく，生涯にわたって自己教育し続

ける「自学自習」の体制を確立することである。，“学ぶ

意志”の啓培と言語の基本的能力の育成，そして学ぶ方

法の体得はその根元的条件である。

○学習の自立の前提には，確かな国語の学力，基礎・基

本となる言語能力が必要である。しかし，映像体験に明

け暮れする現代の子どもは，ことばを操作して理解し，

表現することが苦手で，「ことばで書いてあることがことば

を通してわかる」のに，きわめて抵抗感が強い。

　文字メディアは視覚だけに訴える，緩慢で間接的な刺　・

激である。“記号”が与える刺激はより微弱であるだけ

に，読み手が強力な識別機能を駆使して働きかけない限

り，文字ことばから必要な印象を得る（イメージ形成す

る）ことは不可能である。“読み”に要求される高度な識

別能力は，つねに積極的な精神活動を前提に成立するの

だといえよう。

　現代の子どもに失われているのは，こうした意味での

積極的な精神力である。

〈ポイント4〉内容論として

　　　　　　一指導内容の精選と総合化一

〇学習の一まとまりである単元の展開構想は，“教師中心

的な一時間の授業をいかに巧みに，はなやかに展開・処

理するか”の発想から，学習者主体の内容構成へと転換

が必要である。学習者の確かな学力定着や自発的な働き

かけを促す立場から構想される単元構成の課題は，教科

書だけに頼る教科書カリキュラムの克服である。それは，

能力育成に最適な教材群を多面的に収集し，学習過程と

の有機的な関連を図りながら構造的に配列し，全体的な

指導成果を高めていく，1つの総合でなければならない。

○「主たる教材」としての教科書教材から，主軸となる教

材を中核教材として位置づけ，目標との有機的関連にお

いて，子どもの側に立った学習内容の分析，統合，構造化

を行う。重点的に体系化した内容を能力育成の観点から，

自己学習を中心とした学習活動として組織化することに

よって「転移力のある学力」の育成を図る。また，授業過程

における学習機能と指導機能を分析的にとらえ，自己学

習における指導者の教育的働きかけを明確にしていきたい。

○学ぶ立場かうの発想において，情報媒体としては最も

子どもの抵抗が高い言語教材に意欲的に立ち向かわせる

には，文章の状況認識や具体的なイメージ形成を助長で

きる多様なメディアが必要である。一単元一教材の発想

を転換し，中核教材を中心に目標達成に必要な多面的な

補助教材や多様なメディアを位置づけ，総合的な単元構

成を行う。

〈ポイント5〉方法論として一指導方法の創意・工夫一

〇授業改善の基本的視点としてポイント1～4に示した

新しい授業観に立ち，子どもの学習主体者としての“自

立”を支援する学習教材を，次章3で詳述する方法的課

題をふまえて，創意・開発し，実際的な作成を図る。

○上述した撞業改善の視点とその基本構想を構造的に図

式化して図表2に提示する。

3．自立する学習者を育てる方法的課題

（1）発動的な学習参加『を促すために学習の遊び化を工

　　夫する。

〈キーワード1〉楽しそうだ……やってみよう！

　子どもにとって「知ること」とは，本来きわめて能動

的なリズムであり「易」より「難」へ向かう，、子ども自

身の自発的な働きかけでなければならない。遊びは，そ

のための天賦の権利である。未知へのたぎるような好奇

心が，一見無意味な探索行動にもひたむきに幼い魂を駆

り立てていく，あの自立的な緊張感こそが子どもの遊び

の本質である。遊ぶとは，“子どもが知る”ための新し

い試みに他ならない。
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（2）学習の自立をめざす国語科授業改善の基本構想（図2）

　　　　『。一一一〇。一』

　　　　I　　　　　r一一一一一一
　　　　巳　　　　　o　　　　ロ　　　　　コ　　　　l　g　　　　－1
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　「文章を読む」ということは，現代の子どもにとって

は，まさに、「易から難」への挑戦である。自発活動性を

教育活動の根本原理と考える時，「遊び」に発する興味性

の原理は，自立活動をもたらす原動力であるといえよう。

　学ぶ側の論理に立つ授業構想としては，この意味にお

いて，子どもの大好きな動物に材を求めることや，子ど

もを夢中にさせるシール活動をとり入れるなど，「楽し

い遊びの要素」を教育方法として活用することが，本研

究の方途の一つになる。

　（2）挑戦意欲の高揚をめざし自己学習を組織化する。

〈キーワード2〉ひとりでがんばる』

　生涯学習とはひっきょう自己教育であり，学習の自立

は「ひとりで学ぶ」ことから始まる。勉強嫌いが危惧さ

れる現代にあって，学習自立の鍵は，子どもを自ら学ぶ

学習者としていかに蘇生させるかにかかっている。

　この意味において，学習の自立をめざす授業構想にあ

たっては，教育活動の基本構造をその教育作用に着目し

つつ機能的側面から，下記四つの学習活動として整理し，

自己活動を最も中心的な活動形態として位置づけた。同

時に，学習方法の提示である「ラーニングシリーズ」で

は学習活動をそれぞれ，学習内容や全体の流れとのかか

わりで総合的に組織化し，シールによって弁別しつつ，

自己学習の位置づけが明確に意識化できるよう工夫した。

　教育の基本構造については，海後宗臣氏（東京大学名
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図3　自己学習の教育構造 図4　形成学習の教育構造
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誉教授・元日本教育学会会長）の教育学説をもとに，本

研究においてオリジナルに再構成したものである。

①自己学習一「ひとりでがんばる」（図3）

　一般に教育活動においては，教育主体（教師）と教育

客体（学習主体一児童），教育内容（学習内容）が存在

する。この場合①の教育形態は，学習指導という作用が

働く「教育場面」に，教育客体（学習主体）と教育内容

だけが存在し，1学習主体は，学習内容に主体的に働きか

けて自学自習する，いわば自己教育の基本構造である。

　教育主体は必ずしもその場面には登場しないが，自己

学習を支える教育内容や教材，学習の手順等を導く学習

方法等を事前に用意することによって，教育活動を行う

構造である。

　②　形成学習一「友だちとがんばる」（図4）

　直接的な教育場面には，複数の学習主体のみが登場し，

一定の教育内容に対して相互作用を通して働きかけつつ，

個々を高め合う教育構造である。ここでは，相互規定を

含む人問関係や集団の力学による育ち合いの教育作用が

機能し，グループ学習の基本形態である。

　教育主体である教師は，もっぱら集団の成員である教

育客体同士の人間関係や影響関係が育つよう，教育的働

きかけや個別援助を行うことによって，指導の成果を上

げる教育形態である。

　③　総合学習一「みんなでがんばる」（図5）

　直接的な教育場面に複数の学習主体と同時に，教育主

体も登場し，一定の教育内容に対し，集団の相互教育力

の積極的な高揚を図る形態である。

　教育主体である教師は，リーダーシップをとりつつ，

集団の成員である個の“自己充実”的な活動を促し，全

体の相互教育力を高めつつ，教育作用を行う場合であり

「個が生きる一斉学習」の基本構造である。

④陶冶学習一「先生とがんばる」（図6）

　直接的な教育の場面に教育の主体と学習主体が同時に

登場し，一定の教育内容を媒介として「教える」という
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図5　総合学習の教育構造 図6　陶冶学習の教育構造
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教育関係に入る形態であり，教師から子どもへの一方的

な指導的働きかけが中心となる教育構造である。

　（3）学ぷ側に立つ興味性の原理と教える側に立つ必要

　性の原理との総合を図る。

〈キーワード3〉

　　　　　　ちょっとむずかしいけど…がんばるぞ！

　学ぶ側に立つ学習活動の組織化において興味性の原理

に立つ自主・自発的な側面を重視することは大切である。

しかし，興味・関心や自発のおもむくままにこれを放任

すれば，大きなはしゃぎや活発な活動はあっても，教育

や学習は存在しないという状況を現出する。教育とは目

的的行為であって，子どもの内なる可能性の開現へと，

一定の目的性・必要性をもって意図的・計画的に働きか

ける営みである。この場合，子どもの側に立つ興味性の

原理・自発活動の原理が偏重されれば，教育は人間形成

への確かな目標を失い，いわゆる「はいまわる経験学習」

に落ち入ることになる。

　同時に，教育目的からする必要性の原理・指導統制の

原理が偏重されれば，教え込み，注入主義的な「無味乾

燥の系統学習」に落ち入るであろう。

　学習の自立をめざす授業改善にあっては，「学ぶ側に

立つ」この両者の確かな総合と統一が必要である。その

ためには学び手である個々の児童の既習経験や能力の個

性・意欲や態度の現状に深い洞察の目を注ぎつつ，目標

との有機的関連の中で，キーワード2に示した学習活動

の効果的な組織化を図1り，教材作成を進めることが大切

である。‘

　学ぶ側に立つ授業の創造において，自発活動性の原理

に立脚しながらも，教師主導の徹底的な教え込み指導が

必要な学習活動も存在する。

　特に，学習者が挑戦的になれるのは，「課題解決にで

きる50％，むずかしい50％」の状況であるといわれる。
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図7　学ぶ側の論理と教える側の論理の総合
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　興味性の原理を重視した学習活動の組織化が，学力の

低下につながることのないよう，必要性の原理から「決

して妥協を許さない」レベルで学習内容を厳しく吟味し，

「易から難」へ追求を自立挑戦的にするよう構造化と組

織化を図っていきたい。

　（4）一人ひとりの成就感や自己価値感を高め自尊欲求

　　の充足を図る。

〈キーワード4〉「ぼくもできる」「わたしも役立つ」

①ひとりひとりの自己価値感を高める

　「……ここでいう『自己価値感』とは，自分には，Fみ

なと同じくらいのねうちがある，または，少しすぐれた

ねうちもある，という内部的持続的な感情をいう。この

自己価値感が底にあって，それが自信（自己信頼感）や

自尊（自己尊重心）に発展する。ここでいう自信とは困

難にうちかってやり抜く心であり，自尊とは自ら進んで

高める心である。このような高度の自己成長への構えの

出発点に，先の自己価値感はあるわけである。」注2）

　「自分は必ずできる」という自己価値感，「わたしも役

立つ」という存在感の中で学習が進行する時，学ぶとい

うことが最も心のわくわくする，最も充足感のある人間

活動となり，その中で自ずと規律が，しかも最上の規律

が生まれてくるものである。

　自立の根元のエネルギーともいえるこの自己価値観を

どう高めるかは，研究主題に迫る重要な方法的課題である。

②個に応じる教育の実現

　子どもの自己価値観を高める教育の方途は，実質的に

は，個に応じる教育を具体的に確実に推進する中で可能

になると考えられる。

　それは，能力のレベルに対応して達成目標や指導内容

の実質低下を図るのではなく，個人の能力に応じて指導

の方法を量的・質的にくふうし，教師のかかわり方を厚

くするということである。したがって，能力や経験の個性を

明確に把握する手続きや方法の創意，くふうと共に，限

られた枠の中で個別指導を徹底していく時問をどう捻出

するかという問題は，切実な実践上の課題になってくる。

　子どもは学習活動の出発点で，すでに多様性をもって

いる。この多様性を肯定し，それぞれの思考の道すじを

見極め，子ども自身の自由な軌道修正を尊重しながら，

自発的な知的探求を可能にしていくためには，それぞれ

に適切な学習指導過程や学習指導方法が準備されなけれ

ばならない。

　「学習の自立」を援助する自主教材の開発は，こうし

た課題に答えようとするものである。

③汎正解主義的な考え方の克服に努める。

　われわれの意識の中には，学校の教育活動である以上，

すべての事柄について，唯一の正しい考え方や見方，手

続きや方法，そして正解がなければならないとする教育

観，評価観が支配的である。確かに知識の理解，記憶を

中心とした学習領域にあっては，正解は必要である。し

かし，こうした法則的真理を正しく定着させることと，

その真理に到る思考の過程を“正解”的手続きとして固

定的，限定的に教えこんでいくこととは峻別されなけれ

ばならない。文化遺産の合理的，効率的な継承を重要な

課題とする学校教育において，正しい知識の獲得は指導

の眼目である。しかし，その正しい結論に到る手続きや

方法は，子どもの思考力，空想力，情意的能カ…・…・・等

の多様性に応じて，豊かに個性的である。われわれの目

の前にあり，教育の対象となるのは，生きる人間であり，
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“人間としての自分自身”に成ろうとする独自な存在で

ある。客観テストの正解数だけからでは掴めない個性，

正しいか否かより，一人ひとりの主体的な発想やイメー

ジが尊重される領域が，評価のあり方として考えられて

こそ，逆に客観テストによる測定が，本来の教育的意味

を発揮できるといえよう。

　子どもの多様匪を承認できる教師の評価観の潭養が，

子どもの自立の基礎を確かにする基盤である。

　（5）「学習の自立」を支える基盤を確かにする

〈キーワード6＞基礎・基本をしっかり………

①自立する学習者としての子ども

　自己挑戦ができる子ども

　　　　　　　　ひとりでがんばる

　自己変革ができる子ども

　　　　　　　　　「先生から与えられる」学習から

　　　　　　　　　「自ら求める」学習へ

　自己充実ができる子ども

　　　　　　　　　「ぼくもできる」「わたしも役立つ」

　　　　　　　　一自己価値観の高揚

　自己学習ができる子ども

　　　　　　　　自己教育力を身につける

②　学習の自立を支える基盤とは単に学習の仕方につい

　ての技術や方法，指導型態だけの問題ではなく，人間

　の生きる力にかかわる基本的・総合的な力である。そ

　のため，人間形成の基礎づくりとして学校の全教育活

　動を通して組織的・計画的にとりくむ課題として受け

　止め，特に次の四つに焦点をあてた。

　A　基礎・基本となる言語能力の育成

　　○昭和26年版「小学校学習指導要領国語編（試案）」

　　　に明示された「国語能力表」を基準に，全学年が

　　　基礎的な言語能力の育成を図る。

　B　生活指導の重点化

　　○自立自助の態度の日常的酒養

　　○基本的な生活習慣の確立

　C　学級経営の充実

　　○ひとりひとりが存在感のある学級づくり

D　教育環境の充実

○集団育成による陶冶

○環境条件の整備

おわりに

　「教える側」から「学ぶ側」へ……授業の質的転換を

めざす実践研究にあたって，われわれは，教材作成にお

ける創意・工夫の視点を「学習の遊び化」に求めた。一子

どもを「自ら試みる主体」として蘇生させる学習の原点

に「遊び」を志向するという発想を，筆者は十数年前，

国際読書学会議で訪れたフランスの児童図書館で学んだ・

　楽しいパラダイス感覚の図書館，実物大の巨象（模型）

の背にまたがった子どもが“食い入るように”“悠然と”

本を読んでいる。「象さんの足」という書名の「本」は，

象の足を形・色ともそっくりに模型化して，20余枚をリ

ングで合綴したもの。……読書といえば，書斎・長方形

の書物・緊張感・課題意識……等のイメージがつきまと

う当時の日本的読書観に，それは，衝撃的な示唆を与え

るものであった。「本を読まないテレビっ子」が，わが

国における読書指導の最大の課題であった昭和40年代，

すでに，活字と映像を決して対立メディアとして位置づ

けることなく，相互補完的に，“総合”できる文化的セ

ンスが，したたかに根づいていたからである。

　学習の自立を具体的な教材開発によって追求しようと

するこの研究は，指導者自身の教育観・指導観に対する

意識や認識の変革を究極の課題としつつ，1年～6年ま

での各学年の中核教材を主軸に，校長室での学年研修会

を2年間（作成期間）で570余回重ねた。この探究の過

程にあって，研究の明確な指針として，全教職員の合意

形成の橋頭塗となったのが，以上に要約した基本理念と

方法的課題である。

〈引用文献〉

注1「人間の教育」フレーベル著，荒井武次訳岩波書店

注2「集団指導と教育愛」蜂屋慶著　黎明書房
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翻訳

読みについて（2）＊

　　　　アリゾナ大学

加藤学園暁秀初等学校

（1”）どのように，言語は働くか？

　重要な論点にもどろう。つまり，我々の祖先ぱ考え，

学び，：会話するためκ，言語が必要κなったのでぞれを

創ク出乙たということである。この章では，あなたや

私，そして人間社会が新たな機能と目的の為にどのよう

に新しい言語を創り続け，そのプロセスは書かれた言語

と口語とでは，ほぼ同じであるということについて考え

を広げていきたいと思う。言語というものは一点に留

まっていない。なぜなら，我々が生活する社会は日々変

化していくからである。我々は言語で，新しいことを成

す為に，新たな様式を創り続ける。そしていろいろな方

法で世界を観察し，我々の視点を表現する言語をもいろ

いろと変化させていく。

機能がいかに様式とジャンル（類型）を形づけるか

　言語の様式というものは，それが役立つ機能とそれが

起こる状況いかんによる。ジャンルとは，書式，口頭の

一方またはその両方にかかわらず，一般的な脈略の中で

起こる口語活動，識字事象の束縛に見合うために，繰り

返される社会一文化的状況において発達する言語の様式

のことである。具体的なジャンルの一般的な側面は，事

情と背景，参与者とその人々の関係，そして状況によっ

て課せられた言語の束縛を含んでいる。

　以下にのべる例は，口語と書かれた言語の様式は，そ

申　　On　reading．

軸GOODMAN，Ken（University　ofAlizona）
零‡申YOKOTA，Rayco（Tranlator，Katoh　Elementaly　S¢hool）

ケン・グッドマン申＊

横田玲子（訳）…

れが起こる具体的なジャンルによって決まることを示し

ている。

電話での会話

医院の受け付け（以下受と示す。）：おはようございます。

　　こちらは＊＊医院です。御用件は何でしょうか？

私：＊＊先生に診ていただく予約を取りたいのですが。

受：以前から，こちらにおかかりですか？

私：はい。ケングッドマンという者です。G⑳D－

　　M－A－N，とっづります。

受：今回は，どんな御用件でしょうか？

私：前回に引き続く検診をお願いしたいのです。

受：先生のスケジュールを見てみましょう，グッドマン

　　さん。（間）先生は3週間後の5月15日，木曜日が

　　あいていますが午後3時にいらっしゃれますか？

私：もっと早くに伺えないでしょうか？

受：緊急なことですか？

私：そういうわけではありませんが，先生は今週中にも

　　う一度検診に来てほしいとおっしゃったのです。も

　　うちょっと早くに診ていただけないでしょうか。

受：わかりました。少々お待ちいただけるなら，木曜日

　　の午後4時以降に先生は都合をつけて下さると思い

　　ますが。

私：そうしていただけると，大変ありがたいです。お手

　　数をかけて申し訳ありません。

受：どういたしまして。それではお大事に。

私：ありがとうございます。では失礼します。
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　これは電話での会話というジャンルで，見知らぬ者同

士の職業的内容という具体例である。実際には患者と医

者との間での会話という，また別の会話ジャンルにおい

て，過去の会話内容を踏まえたその会話の延長でもある。

この口語活動における目的は，受け付けの人を通して医

者に会う予約を取ることである。広義における機能は会

話的ということだ。（訳者　注　口語における機能は，

会話的なものの他，講義や授業の様な一方的かつ説明的

なもの，宗教儀式で用いられる儀礼的なものなどがあ

る。）

　このジャンルは実用性と礼儀とが作り出すいくつかの

「規則」がある。言語は幾分形式ばって遠回しであり（1’

d　like　to．．．，I　was　hoping．．，Would　it　be　possible．．．，）また社

交辞令（How　may　I　help　you？Have　a　nice　day．）が用

いられている。医院の受け付けの電話は忙しいので，会

話は短くなくてはならないが，礼儀を排除して短くする

ことはできず，実際この会話の参与者がお互いを知って

いたら「取るに足りないちょっとした会話」も，要求さ

れるかもしれない。＊＊先生は「先生」，と非個人とし

て呼ばれている。そしてもちろん「see」（診る）は，こ

のジャンルにおいて特別な意味を持つ。すなわち「対面

する」と「診察する」の両方か，どちらかの意味である。

　この内容でジャンルの概念をちょっと考えてみよう。

人々は通常，医者に予約を取るために電話を用いる。患

者は受け付けの人が電話では名前をはっきり聞き取るの

が困難かもしれないのを承知しており，自分の名前のス

ペルを伝える。医者一患者間には確かな力関係が存在し，

それは，医者のアシスタントと患者であってもその力関

係は同様だ。医者は患者を診る時，患者をコントロール

できる立場にあり，（おそらくこれが，「patient」一患者，

という言葉が「忍耐」という意味も持つ由縁であろう）

患者は短い会話の束縛の中で目的を達成するために，フ

レーズの使い方や接語法を注意深く選択するのである。

劇場のチケット

　劇場のチケットは，一般的なチケットジャンルの具体

例である。劇場チケットは小さくなくてはならない。

（売り手はチケットの収納に場所を取りたくないし，買

い手はチケットを財布やポケットに入れたい。）だがチ

ケットは必要な情報が印刷されていなくてはならず，通

常，取り扱いの際の問題を避けるために片面にのみ情報

が印刷されている。その情報とは，劇場の名前，場所，

日時，上演タイトル，おそらくは原作者名，或は役者名，

値段，席のセクションと座席番号，そしてチケットの通

し番号などである。またチケットを印刷した会社名，ス

ポンサー，そして労働組合の符号なども含まれるかもし

れない。さらには，ほとんどの劇場チケットというのは

所有者が劇場に入る時に切り取られるよう二等分される。

切り取るという行為は，穴をあけたり，スタンプを押し

たり，或は回収したり，ということででも用が足りる一

ジャンルが用いる様式には，通常いくつかの選択範囲が

あり，その選択は任意である。

　内容が書かれる場所やサイズといったものは，情報の

重要性いかんによる。だが，後援者，もぎり係，場内案

内係らが，すばやく簡単にその情報を見つけられなけれ

ばならない。もし二等分されるチケットなら，ある情報

は2回印刷される。つまり，座席番号と日時である。労

働組合ゐ符号は小さすぎて読めないかもしれないが，座

席番号は劇場の人工的な照明でも簡単に読めなくてはな

らない。つまり重要なのは，我々はチケットをほかの何

かとは違った読み方をする。つまり我々は情報を探して

読み，あとの部分は無視するということだ。劇場チケッ

トジャンルの様式はその使用法による束縛の結果である

ことは容易に理解できる。

分野（field），主旨（tenor），そして形態（mode）

　劇場のチケットは共通な状況，背景，そして劇場の条

件に関係している。座席の配置，興行とそのスケジュー

ル，値段と売買などをハリデーはジャンルにおける分野

（field）と呼んでいる（1985〉。先に私が示した電話の

会話における分野は，個人の健康，医師，医院のオフィ

ス，そして時間の使用法などが含まれるであろう。
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　劇場のチケットという識字事象に参与する人達は，制

作者達，売り手，後援者，スタッフと役者達である。こ

れらの参与者達の関係が持つ意味を，ハリデーはジャン

ルにおける主旨（tenor）とよんでいる。参与者間の関

係は，識字事象において非常に重要で，具体的なジャン

ルに大きく影響を及ぼす可能性を持つ。値段の違うチ

ケットは，別の色で印刷されるかもしれず，いくらのチ

ケットを買ったかは，売り手やスタッフがどのように買

い手を取り扱うかに影響を与えるかもしれない。評論家，

後援者，友人や親戚のために招待席がリザーブされてい

るかもしれず，これは確かに，チケットの値段に影響を

及ぼす。つまり，このチケットが重要視されているか，

或は満席にするために安く売られているかということに

関わるのである。

　言語がとる選択をハリデrはジャンルの形態　（mode）

と呼んでいる。劇場のチケットは印刷チケットという形

態をとっている。だが他の形態もこの分野と主旨にうま

く適する。たとえば，他の種類のチケット，つまりレ

シートの様式をとるものやトークン（引き替え券や代用

貨幣）さらには，チケットの所有者が入場し座席につい

たのを電子でチェックするリストなどである。

　我々のほとんどは，多くのジャンルを日常習慣の中で

うまく操作しているが，そこから一歩外へ出た時，ジャ

ンルとはいかに複雑かをしばしば経験する。劇場チケッ

トの簡潔な言語と専門化された略式は，読みの経験に豊

富な人でも，もし観劇の経験に浅いとすれば理解はさら

に困難になる。行き慣れない人は，たとえば，予約とか

指定席といった概念を理解していないかもしれない。私

は初めて陸上競技場に行った時，私の「一般入場券」は

私に座席を確保するものではなかったのを知って驚いた

ことがある。

　ジャンルにおける形態というものは文化によっても異

なる。日本に6年間住んでいる姪を，妻のイェッタと共

に訪ねた時，姪は我々を歌舞伎につれていこうとした。

日常生活での日本語は十分マスターしたはずの姪夫妻

だったが，歌舞伎のチケットを入手することは思わぬ問

題事となった。姪は週末のマチネーの前売りを買ったと

思っていた。だが購入時に入手したのはレシートだけ

だった。姪はきっとこのレシートを当日見せ，チケット

をもらうのだろうと推測した。だが，支払いとチケット

を入手するプロセスは別のものであることが後で判明し

た。我々は席の予約ができていなかったどころか，その

日にはマチネーさえなかったのだ！

　スポーッ観戦のチケットも劇場のチケットによく似て

いる。ならばこの二種類は同じジャンルになるのだろう

か，或は異なるジャンルなのだろうか。スポーツ観戦の

チケットの半券はレインチェックとよばれるものがある。

そして屋外イベントでないなら，劇場チケットに見られ

る割り印がない。航空券は国際的慣例によって管理され

ているが，だからといって全ての航空券が同じ様式をと

るかというと，そうではない。ある航空券はチケットと

搭乗券が合体したものであり，また他の航空券はチケッ

・トの封筒を搭乗券として利用しており，あるものはすで

に乗客の氏名という特定の情報をコンピニーター処理し

たものへと移行している。航空券はそれぞれの区間の航

空券が収められて冊子になっているが格安航空券を売る

ある航空会社はコンピューターの予約記録にたよって，

チケットの発券を全面的にやめてしまった。

　最近のスペイン旅行で，イェッタと私はマドリッドの

地下鉄でバスターミナルまで行く方法を発見し，トレド

までの乗車券を買ってホテルにもどった。（乗車券は印

刷されたバスの切符というより，レジでもらう細い巻紙

のレシートに似ていた。）朝9時半発のバス旅行に備え

て朝食を楽しみ，我々自身を誇らしくさえ思った。だが

バスに乗りこむ時その乗車券が9時発のものであるのが

わかった。我々はそのバスを降りねばならず，乗車券を

10時発の急行バスのものと引き替えてもらった。結局，

急行に乗ったため，トレド着は最初の予定の9時半発の

バスのトレド到着と同時刻となった。我々はどのように

このバスのシステムが働くかを理解したあとで，チケッ

トに印刷された適切な情報を理解できたのである。さら

に言うと，バスの運転手はチケットがキャンセルされた
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のを示すために，チケットの上部を少しちぎったのだっ

た。

　ジャンルはその分野，主旨，形態によって，またその

ジャンルそのものが社会，文化における言語利用法から

育つことによって，様々であることは明らかだ。その言

語を使うコミュニティーのメンバーらがジャンルを創り

出し，そのジャンルの中で起こる口語活動や識字事象の

具体的な参加を通して人はジャンルを操作する。様式が

個人や社会の機能に役立っている口語活動や識字事象に

参加しながら1ジャンルの様式を使い，理解することを

学ぶのである。私はよく飛行機を利用するので航空券を

読むことは得意である。（それでも一度，便の番号と出

発時間を読みちがえ，乗り継ぎ便をのがしたことがあ

る。）だが私はマドリッドでスペインのバスゐチケット

を読むのはうまくなかった。

　話すことを学び，言われたことを理解する経過の中で，

我々はコミュニケーションに様々なジャンルが不可欠で

あることを学ぶ。ハリデーは，我々は「どのように意味

づけをするか」を学ぶ，といっている（1977）。つまり，

繰り返される社会事象の多様性の中で，我々は理解の仕

方と，自分自身に理解させる仕方を学ぶのである。子供

たちは物のたずね方を学び，会話への参加の仕方を学ぶ。

彼らは話術がどのように働くかを学び，話し手になって

いく。彼らは文化の中で自分にとって重要なジャンルを

うまく処理することを学ぶのである。

　社会そのものと人々が成長し，より複雑になるので，

書かれた言語のジャンルが口語と同様な道をたどって開

発され，そして学ばれる。フランク　スミスが言うよう

に，個人は誰もが識字クラブの一員となるのである

（1986）。人は，様々な書き 言葉のジャンルを作り出し，

新たな二一ズに合うためのジャンルを使うことを学び，

社会的，文化的共同体に加わっていく。

　時として，様式は非常に慣習的になり，その存在自身

で現実性を持ち，我々はなぜそれを使うのかを知らずに

さえいる。なぜ手紙の最後に「Yours位uly」と書くのだ

ろう。なぜ別れる時に「Good－bye」と言い，初対面の

折には「How　do　you　do」と言うのだろう。伝統！！「屋

根の上のバイオリン弾き」の中でテビアが言うではない

か。伝統とは人問社会の中できわめて重要なのだ。慣習，

或はしきたり（convention）は，話し手と聞き手，また

書き手と読み手にとっての親密度の骨格を作り上げ，そ

れゆえにコミュニケーションを円滑にさせる。様式その

ものが役立つための機能の変化に，その様式が持ち応え

られなくなったとき，修正が必要になるか，または取っ

て替わるべく新しい様式を発達させる必要に迫られるの

である。社会的「慣習」と個人的「発明」は人間の言語

の利用法の一部なのである。

ロ語と書かれた言語のジャンル

　すでに述べたが，書かれた言語は，時間と空間を超え

た保存，またはコミュニケーションのために社会が即時

的状況をこえて口語が必要になったとき発達する。手紙，

メモ，そして公式文書が良い例である。我々は学校や教

会，または他の会合で，話すことが実用的でなかったり

礼儀にかなわなかったりするとき，メモを書いて隣の人

に渡す。手紙は話すことと確かに同じ目的を共有し，長

い間，長距離のコミュニケーションの手段として話すこ

とに取って代わっていた。そして電話が距離をこえての

会話を可能にし，現代社会でかなりの部分，手紙を書く

ことに取って代わったのである。現在では多くの理由に

よってファックスと電子メールが電話の会話に取り代

わっている。つまり我々は文字を書くことから音声の伝

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　送へ，そしてさらに文字の電子的な伝送へと進んでいっ

ている一ある人によれば，正に手紙の時代の終り，とい

う時代なのであろう。

　書類自体が情報としてのみならず，コミュニケーショ

ンを必要とするとき，ファックスは便利である。書かれ

た言語は，半永久的な記録を作り出す点で口語にない利

点を持つ。これは書かれた言語がより整った様式を持つ

傾向にある理由である。多くの法律的業務の処理は詳細

な含みと特性を持った書式が要求される。法律は口頭の

同意を承認するが，書面の方がより望ましい。これは特
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定の書き言葉は法的定義を持ち，法の中で用いられてい

ることも理由の一部であろう。

　人々は個人的に，または集団で，新たな言語の二一ズ

を創造し，それに役立つ新たなジャンルを発達させる。

様式は機能に従うと述べたが，新たな様式がその使用法

の可能性を人々に示すことにより，さらに人々の創造を

導くことも事実である。コンピューターは数字のデータ

処理の手段として使われ始めたが，その記憶能力とあり

のままの言語を処理する能力はワープロを使用しての文

書作成，印刷，またその他の多くの利用法を導いていっ

た。インターネットのようなコンピューター掲示板は共

通のトピックを話し合う手段としてもともとは，ある機

器やソフトウエアプログラムの使い方を語り合うグルー

プが始めた。だが今日では，買い物，ソフトウエアの共

有，ゲーム，情報へのアクセス，株の売買，旅行のプラ

ン作成など，多くの目的のために使われている。

　書かれた言語はまた，多大な量の情報を簡潔でわかり

やすい図，表，リスト，または登記などの様式を用いて

表わすこともできる。ジャンルは情報の保存と構成のた

めに適した様式で創造される。つまり電話帳を例にとる

と，通常，使用者の名字でアルファベット順に構成され

ているが，旅行日程をアルファベット順に並べても何ら

役に立たない。

　時として，書かれた言語と口語のジャンルは重なり

合っている。スピーチや講義は書かれた言語では記事と

いう形をとって同じトピックで同様な内容をカバーする

かもしれないし，似通った目的を持つ。とはいえ，書か

れた言語，口語という二つのジャンルの中には違いがあ

る。なぜなら，参与者の関係が異なるからである。つま

り，話し手と聞き手は同じ場所と同じ時間を共有するが，

書き手と読み手はそうではない。そして形態はジャンル

に対し，異なった束縛を課する。たとえば話し手は聞き

手のために，参考資料のプリントやOHP資料を用意する

必要があるかもしれない。

　今まで語ったことが，少々専門的過ぎるように思われ

るかもしれな・いが，御心配には及ばない。単に私は書か

れた言語と口語はどちらもどんな場合においても言語で

あり，両者の違いが明白であっても，より異なるという

より，より類似しているのを示したかったのだ。

　次の図式はその類似点と相違点を示している。

　　　　　　　識字社会における言語

口語活動　　　　　　社会，文化的脈略　　読み書き事象　一

・語　＼機能と目的／喜かれた言語一

話し手と聞き手　　　　ジャンル　　　　読み手と書き手

口語形態　　　＿　　分野　　一＿書面形態
　口語様式　　　．　　　主旨　　　　　　　書面様式

　　　　　　　　　　形態
口語内容　　　　　　　　　　　　　　　書面内容

灘．／叢．．＼蝋．．
　イントネーション　　　　　　　　　　　　　句読法

　　　　　　　　（フオ亭ツクス）

　言語のどちらの様式も，社会一文化的脈略においての

み，実の場における真実性を持つ。どんな真実の識字事

象も口語活動も，具体的なある機能と一連の目的に役立

つために創り出されたジャンルの中で生じる。すべての

識字事象と口語活動は分野，主旨，形態という基礎的な

言語の性質を共有し，どちらも共通の言語構造（文法〉

と語彙（言いまわしや表現）を共有する。口語が音声の

組織を用いる一方で書かれた言語は記号か文字を用いる

が，この事は口語と書かれた言語が相い対し，平行的な

位置を保つことを示している。口語，書かれた言語，両

方とも，或はどちらか一方によって役立つ広範囲のジャ

ンルの中で，使用者の機能に仕えるために，どちらもが

完全な組織なのである。そしてどちらの言語様式も同様

な方法で発明され，学習されるのである。

実の場における真実性（Authenticity）

　実の場における真実性に関する問題は，特に書かれた

言語のためにここで少し説明する必要がある。それぞれ

のジャンルは，それぞれに分野，主旨，形態を持ち，そ

の現実的な識字事象の中で創り出された言語の内容は真

実性を持つ。だがその言語の内容をふさわしい事象から
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取り出してしまうと，その真実性は失われてしまう。

我々が読んで意味がわかるためには，プリントが示す状

況における脈略，つまり，いつ，どこで，何が起こり，

誰が関わり合い，その人々の関係は何なのか，なぜこの

言語がこの形態を取るのか，といったことを知らなくて

はならない。識字事象は状況的脈略とジャンルの中で存

在してのみ真実性をもつのである。

　我々は，読んだ内容が，この真実性を持つ時に「わか

る」（make　sense）のである。これは，我々が読み手と

して，読みにおいて機能と目的を持っていることを意味

する。つまり我々は，内容の分野，脈略における形態，

また書き手と読み手が対話するのを可能にするこの二者

の関係における主旨についての，過去の経験を運び込み

ながら、「読み」を進める。もし不慣れなジャンルの場

合，真実性を持つ他の識字事象での十分な経験を積むこ

とによって，我々は読んだものをわかる学習をすること

ができる。だがもし，脈略から取り出された内容やその

断片を見たとしたら一つまり前後関係の欠損した言語一

我々は理解することもできないし，そのジャンルをコン

トロールするための学習もできないのだ。

識字社会における言語

　言語というものは，個人的であり，なおかつ社会的で

ある。我々は聞き手がいるからしゃべるように，読み手

がいるから書く。我々はいつもジャンルの中で話し，そ

のジャンルは個人的，社会的意味を請け負う。

買い物リスト

　買い物リストを例に挙げてみよう。買い物リストは，

日常習慣化した目的に役立つ書かれた言語を示すよい例

だ。ほとんどの人が一回一回リストを作る。買い物リス

トは正に個人的であるが，それは書き手と読み手が同一

人物であるというのが，その理由の一部であり，リスト

の様式が個人的，社会的，経済的，そして人工統計学的

な要因の数によって異なるというのもまた理由の一部で

ある。

　私が子供だったころ，母は食品別に構成したリストを

持たせて，私を食料品店に買い物に行かせた。リストは

フルーツ，野菜，かんづめ，シリアルとパン，肉，卵，

チーズなどに分けられていた。店員は私が届かないカウ

ンターの向こうの棚からリストの品物を集めた。母は，

この買い物リストを私のためではなく，店員のために書

いたのでリストは完壁なものに仕上げられていた。

　ちょうど中位の大きさのジョナサンりんご　2ポンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6こ

　それでも私は店員にごまかされないように注意し，

（そしてもし，ごまかされた場合は私がおこられ一とに

かく私はごまかされたくなかったので）私も自分でその

リストを読まねばならなかった。

　私が書く買い物リストは，母のものと共通点もあるが

相違点も多い。

　私の家の冷蔵庫は，母のものよりずっと大型で効率的

だし，（母は冷蔵庫のことを「アイスボックス」・と呼ん

でいた，）冷凍庫も同様である。さらに重要なのは，食

品店はスーパーマーケット，そして超大型スーパーマー

ケットヘと，移りかわったことで，これらのスーパーに

は途方もない種類の製品が目も眩む如くに勢ぞろいし，

私の手がすぐ届くところで，心をそそるように展示され

ている。

　私の買い物リストは冷蔵庫の扉にはりつけたメモから

始まる。（この冷蔵庫の扉というのは，北アメリカのほ

とんどの家庭にとって，共通のコミュニケーションセン

ターであろう。）そして買い物に行く直前に，頭の中に

店までの地図を思いうかべながら，リストを確認する。

私はいらない封筒の裏や他の不用な紙切れをリストに用

い，読み手は私だけなので自己流の略語を使う。時々自

分でその略語が何だったかわからなくなってしまうが，

正直にいって買い物の途中でリストを見ることはめった

にないのである一とはいえ，買い忘れがないかどうかを

確かめるため，最後にリストを見るかもしれない。（自

分が何を書いたか，あとから読まないのは買物リストだ

けではない。講義の間にとったノートは，単に自分の注

斑点のない大きいネーブルオレンジ
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意に焦点を据えるためであり，私の頭の中で重要なポイ

ントを強調させるためのものである。）

　リストというものは，書かれた言語のジャンルである。

口語でのリストも存在するが，それは話し手にとって思

い出しにくく，聞き手にとっては後を追いづらくわかり

にくいため，いつも短い。だが因襲が残る社会では，口

語リストはしばしば大切な目的に役立っている。ミクロ

ネシア（これは「小諸島群」という意味を持つ，）では，

少年達は島の名前が，ある地理的順序に並んだ詠唱を習

う。（少女達も習うことがあるが，そこの文化は少女達

にはそれを要求しない。）もし，彼等が不慣れな島に着

いた時，島の名前がリストになった詠唱を思い出して，

自分達のいる位置を知ることができる。以下はヤップ人

の教育行政官が私に聞かせてくれた話しである。

　　　ある日，男達が乗ったカヌーが嵐に遭遇した。嵐

　　がやんだとき，彼等は見知らぬ島を発見し，そこに

　　降り立った。だが，原住民はその男達がそこに滞在

　　せねばならないように，島の名前を教えなかった。

　　何年かのうち，男達は島の女と結婚し，家族を作り

　　村の一員として受け入れられた。ある日そのうちの

　　一人の男がココナッツを取るために木の上にいた。

　　彼の妻は木の下の沼で泳ぎながら男にこう叫んだ，

　　「この島は大洋の中で一番美しいと思わない？」彼

　　等は議論を始めた。妻は不注意にも，島の名前を口

　　走ってしまった。男は木からおり，仲間を呼び，彼

　　等の場所を確かめるため詠唱のリストを使い，自分

　　の島へ還ってしまった。

　書かれた言語のリストはいくつかの有益な特質を持

　つ0
1　読み手（または書き手）が思い出したり，容易にア

　　クセスできるよう，情報を具体的に構成する。

2　情報の具体的な側面を示す。

　㈲時間的順序に並べる。（歴史的出来事，ある方法

　　をステップ形式で述べる，時問割）

　（イ）サイズ，価格，割合による分類

3　情報をカテゴリーやサブカテゴリーによって論理的

　順序で示す。

4　情報を階級組織的に並べる。たとえば今あなたが読

　　んでいるこのリストは番号が一つのレベルの情報に

　割り当てられ，次に文字（ア，イ，ウ等）が下位の

　情報に割り当てられている。

5　特定の情報に素早いアクセスを提供する。

　（ア）番号順（銀行の口座番号）

　（イ）アルファベット順（電話帳や辞書〉

　（ウ）その他，直接的に表現される関係（価格のレベル）

　これら，リストの種類は人問の具体的な二一ズに対応

する。辞書や電話帳がアルファベット順で便利な一方，

アルファベット順で買い物リストを並べたら便利だろう

か。だが私は将来の自動化されたストアーを想像できる。

そこではコンピューターがアルファベット順にコン

ピューター処理された消費者の買い物リストを受け取り，

ロボットが品物を集めて来る。或は，消費者がまだカテ

ゴリー分類したリストを好むのであれば，支払いレジが

バーコードで価格を読み取るように，コンピューターは

リストの品をバーコードに読みかえることができるであ

ろう。

　私は買い物リストにこだわってみた。というのは，ど

のように様式と機能が関係するかを，見事に示している

からだ。書式リストは買い物を組織し，容易にするのに

役立つ。そしてその一方，リストの様式は買い物，或は

店の作りさえ変えていくこともあり得る。たとえば，テ

レビやコンピューターカタログショッピング等はすでに

新しい商法の様式を示している。

　買い物リストにおける書き手と読み手の関係の主旨は，

リストの特徴を強力に決定づける。私の母の食品店員に

対する不信，私自身がおこられまいとする配慮，いかに

店が消費者の購買欲を刺激するかについての現代の消費

者の認識，これらすべてが買い物リストのジャンルに大

きく影響する。もしリストの読み手が書き手と違うとす

れば，それはリストをさらにはっきりとしたものにする。
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書き手はアンダーラインを引いて大きくこう書くかもし

れない，リストにないものは何も買わないこと。もし私

が余計なものを買ったり買い物ミスキューをしたりした

ら，母はこう言っただろう，「リストを読まなかった

の！？」母は書くことと，読むことの持つ力を大いに信

頼していたのだ。

　様式と機能の関係というものは最大限にフオーマルな

言語から，最小限にフォーマルなものに至るまでのすべ

てのジャンルにおいて，類似している。最近までTVガ

イドは基本的に各チャンネルの番組が，時問と日付に

よって並べられ，番組の自賛的広告を載せたリストだっ

た。現在の四ガイ刃はコンパクトな二次元的一覧表で

時間帯ごとの番組名のす球てを提供しているが，限られ

たスペースに収められねばならないため，情報の総量を

減らしている。時間を追ってのリストを提供してはいる

が，重要なチャンネルに限られ，スポーツ番組と映画に

ついては特別なリストを設け，その週のすべての映画を

アルファベット順のリストでも紹介している。視聴者が

番組を録画するのに便利なように，一つ一つの番組の数

字コードも提供している。

　やはりこれらの変化は，いかに様式が機能と社会の習

慣に順応するために変わっていくかを象徴するばかりで

なく，使用者の二一ズがどのように様式において束縛と

なるかを語っている。映画のアルファベット順リストは，

ケーブルテレビの視聴者が持つ選択肢の数と，記述的情

報のために用いられたスペースに関わっている。

　膨大な量の情報の提供と，その情報へのアクセスは交

換条件を要求する。表やリストの中の小さな文字という

のは，そのオプションの一つである。だが，はっきり見

えないものは，容易には読めない。あまりに詰まったプ

リントは美的アピールに欠け，読み手を遠ざけるので，

出版者は余白とバラエテイーに富んだページ構成を提供

しなくてはならない。字体を変えることは相関的な重要

性を伝え，読み手の目を引かせる。だがそれはまた，提

供される情報の総量を制限する。

アルファベット以外の書式，及び言語

　一章の初めで私は故意に，あなたにこの本の文字や単

語を読んでいくことよりもむしろ，読み手としてのあな

た自身に焦点をあてていただきたいと述べた。それは識

字についてのいくつかの誤った信じ込みを暴きたいと

思ったからである。まず読みというのは文字や単語を単

に読むというのではなく，意味を理解していくというこ

とだ。この点を明らかにするために，アルファベット以

外の情報が，今日いかに英語の書式の中に多く取り入れ

られ，それらもまたどのように，その機能に起源を持つ

かに焦点を当ててみたい。多くの出版物がアルファベッ

ト外形式の側面を豊富に用いている。そしてもちろん多

くの人々はアルファベット書式を全く用いない。

字体とデザイン

　字体というものは，読み手の文化に基ブいた意味の反

応を喚起するので，書かれた言語におけるアルファベッ

ト以外の，重要な側面なのである。新聞のページでは字

体，字のサイズ，太字，余白，線による分割と囲み，写

真，グラフィック，そして図表等で，提供された情報を

組織し，関係づけ，他の情報から切り離し，また相関的

な重要性を持たせている。新聞の第一面は複雑なレイア

ウトを呈している。活字体，位置，規則，そして他の慣

習について詳しく述べているスタイルブックは，第一面

と社説面についてだけで200ページ以上ある。第一面に

関してはそれだけで，30から50の活字体，サイズ，そし

てスタイルの種類がある（ストーカーソン，1993，P

435）。

　このデザインのすべては新聞を，単により魅力的にす

るために意図されているのではない。それはアルファ

ベット書式自体の可能性を超えて，より完全に近く情報

を伝えるために，異なった記号組織を合体させているの

である。これは読み手がニュース項目や特集を選ぶのを，

容易にし理解しやすくさせる。ページのデザインは高度

な技術を持った美術専門家を必要とするが，現代ではコ
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ンピューターがこの仕事を請け負っている。

アルファベット以外の書式組織

　現代社会は全くアルファベットでない書式組織も使用

・する。次に挙げるのは，同じことを述べている二つの書

式である。

　　17十33＝50

　　Seventeen　　　plus　　　dlirΨ一一血ee　　equals　　fifty．

　（じゅうなな　たす　さんじゅうさん　は　ごじゅう）

　最初のものは数字と記号を用いて観念を表わしている。

1，2，3……という数字は数をあちわす。数は数字に

よって表わされた観念，或は概念であち。このことは数

字を表意文字にさせている。二番目の様式は，、英語のア

ルファベットを使用している。数式はめったにアルファ

ベットでは書かれない。なぜなら表意文字は多くの利点

を持つからである。

＊表意文字の意味は，どの口語からも独立している。だ

　から英語を話さない人々によっても読まれ，理解され

　る。この数学的関係を表わす様式は現代社会では，ほ

　ぼ万国共通である。

＊この書式の形式そのもので，数の組織を表わすことが

　できる。1と7は，それ自身では数字であるが，並べ

　て書くと一17rつまり十進法を表現している。ここ

　では1は二つ並んだ数字の位置によって，10の価値を

　持つ。

＊このことは，書式を操って数学的概念を象徴的に操作

　することを可能にしている。

　17　　　50
十33　　－33

　17
×　4 68÷4ニ17

50 17 68

　我々の誰もがアルファベット以外の書式を操ることに

よって，たす，引く，かける，割る，といったことを学

習している。もし「問題」の中にアルファベット様式を

見つけたら，一How　much　is　fifty　minus　thi質y＿thr㏄？＿

その問題を「解決」する（そして「解く」）ために，し

ばしばアルファベット以外の書式に書き直さねばならな

いだろう。

　より高度な数式はさらに表意文字に依存している。A

ニ㎡と言う公式の概念を説明すると，r体どうなるだ

ろう。μ7の面積ぱ円贋力乙お1ゲる直径の此率．ピ円贋7率で一一

定であるルご半径の二乗をかげたるのκ芋乙い。

　現代技術は数字で表わす惰線を多くのものに用いてい

る・機襯勒跡ルギー1熱端竜』と肋たもの
を数字化し，それらは貯薦き範，伝導，送信され，また

元の，或はかわりの出力仁もどさ1れ為。一光はその例で

ある。私の「マルチメデイア」コンピューターは視覚的

な音階と共に実際の音も出し，コンピューターが音楽を

奏でている問，書式による楽譜を見せてくれる。数字で

表わす情報は，コンパクトディスク，コンピューターと

電子工学の映像化をはかるために，また工業において複

雑な公式や関係を表わしたり操作したりするために用い

られている。

　数字と科学において，アルファベット書式以外の様式

を用いる事は，コンパクトで操作しやすいだけでなく，

どんな口語からも独立した価値を持ち，それゆえに国際

的に，また言語の違いを超えて理解可能である。数学と

科学の知識を持つ人なら誰でも，アルファベット以外の

書式から，筋の通った意味を構成することができる。私

はかつて，経済学の金融政策に関する博士論文を見たこ

とがあるが，それはたった20ページのものであり，、その

半分は公式であった。私には読解可能なものではなかっ

たが，その学生と教授陣にとっては理解可能だったにち

力書いなV、。

アイコンとシンボル

　アイコン（図像）とシンボルはずっと以前から，我々

の生活のまわりに存在している。我々は今でも中世のギ

ルドが作ったアイコンを使用している。理髪店の支柱，

質屋のマークなどがそれである。天秤は司法をあらわし，

カデュシウス（ギリシャ，ローマ神話でマーキュリーが

持つ，2匹の蛇が巻き着き頂上に双翼の付いたつえ）は

医師のシンボルである。アイコンとシンボルは，現代の
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　これらのうち，いくつが万国共通となり，少なくとも

あなたが身近に感じるようになっているだろう。アイコ

ンやシンボルが，万国共通に受け入れられるようになる

には，たった一人の委員の努力ではできない。コーヒー

カップのように対象物がはっきりしたアイコンでさえ，

これが飲み物入手可能を意味することを学習した人々の

間においてのみ，社会的慣習となる。

識字社会における様々な意味合いのコミュニケーション

に，’とても効果的である。

　1970年代半ば，全米グラフィックアート協会は，空港

や駅で使用されるための一連のシンボルをデザインした。

それらは様々な照明条件の下で離れた所からも判読され

ねばならない。旅行者はある特定の言語を話すとは限ら

ないので，アルファベット書式は役に立たない。電話の

受話器のように，いくつかのものは実物のアイコンであ

り，赤十字がここでは救護所の記号でつかわれるように，

いくつかのものは，広く知られたシンボルである。

　これらのデザインを担当した協会の委員会では，デザ

インの容貌（レイアウト，サイズ，色）に一貫性を設け，

サイズー距離の定式（どのくらいの大きさが，ある好ま

しい距離から判読されるか）の一致をはかった。それで

も委員会では「経験を積んだデザイナーは，同一の視覚

的要素も異なった状況下では異なって機能する可能性が

あることを知っている，」と述べている。私だって，黄

色のサインを黄色の壁に掲げることはしないだろう。

　次のページのシンボルのうち，あなたはいくつ判別で

きるだろうか。どれが拾得物取扱所を指しているのだろ

う。あなたは傘と手袋が一般的な忘れ物だと思うだろう

か。クエスチョンマークを見て，あなたはインフォメー

ションを得るためにそこへ向かうだろうか。（多くの場

所では，このシンボルには「i」が用いられている。）ど

れが進入禁止を表わしているか。どれが，みやげもの店

のシンボルか。エレベーターはどれだろうか。

　高速道路におけるアイコンやシンボルは高速で走る最

中に判読可能でなくてはならない。私は上のヘラジカが，

赤い三角形の中に描かれているアイコンをスウエーデン

で見たことがある。初めて見るアイコンであったが，牛

や鹿など，他の動物の同じようなアイコンに慣れていた

ので，（オーストラリアでは，コアラのアイコンを見か

けた，）一目見たときにこのアイコンが「ヘラジカ横断

に注意せよ」を意味しているとわかった。

　ある企業は幅広い層の消費者が，社名と製品を瞬時に

認識できるロゴを作製するために，多大な金額をつぎ込

んでいる。ファーストフードや多くの流通企業が，アイ

コンをレジのボタンに使用して，時問のスピードアップ

をはかるとともに，手間を節約している。

　コンピューターはプログラムやプロセス，そして目的

物を表わすのに新しいアイコンを紹介している。「マウ

ス」と呼ばれるカーソルをクリックさせることは，タイ

プでコマンドをコンピューターに打ち込む手間を省き，

コンピューターに不慣れで，コマンド操作を知らない人

でさえ，コンピューターの使用を可能にしている。コン

ピューターは，「バーチャル（実像の）リアリティ」と

対話するべく，洗練されたグラフィックとマルチメディ
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アによる表示も可能にした。すでにグラフィック的な表

示が現実の体験と，より類似するような初歩的なバー

チャルリアリティプログラムが開発されている。そのプ

ログラムで将来はゲ（バーチャルセックスというものに

至るまで）見て，』聞いて，感じることができるようにな

るであろう。

　これらの書式は，言請機能のある状況においてアル

ファベット琳に驚つている・アルファベット1こよる

書式も重要だが，さそれは現代の識字社会が，書かれた言

語でのコミュニケーションを使用する場面の，いくつか

ある手段の一づにすぎないの牽ある。

アルファベッ、ト書式以外の言語

我々撒僻力に少て語るとき規代文化のいく？

かはアルファベット以外の様式を好んで使用しているこ

とを忘れがちである。アルファベット書式に対する過信

が中国人，日本人をはじめ，現代の何百万という長い識

字の歴史を持つ人々によって使用されているアルファ

ベット以外の書式というものを過小評価させてしまうの

である。

　中世の中東で開発された後，現代ヨーロッパ言語にも

使用さ描よ。う熔逸アルフアベマ．ト書式をその昔・

中国人は知ら妙っ’左2と考えるのは嘩っている・私

はこれを「マルコポ高ロ誤信」と呼んでいる。西欧の人々1

は自分たちが中国について知らなかったので，中国入は

ヨーロッパを知らないと考えていた。だが1実際はマル

コポーロは，中国の絹商人らによって作られ，すでによ

く整えられた道牽通っていたのである。中国人はアル．

ファベットにづいて，＋分な情報を持ち，彼らの歴史の

中で幾度かその使用を試みてきたが，そのたびに拒否し

てきたというのが事実である。

ごく最近琳叩人民は中国辮蘇から標音アル

ファベットリ併音ヌ（ピンイン，Hn－y血）を用いての書

式への移行を試み一だ。それは，ローマ字を基礎にし，中

国語の音声組織をローマ字で表わすというものである。

だがこの計画は，初期の段階，つまり漢字の略字化と，

右から左へと移る縦書きを左から右へ走る横書きの方法

への移行のあと，途中で捨て去られてしまった。

　中国人がアルファベット以外の書式の使用にとどまる

こどを決意した裏には，多くの理由がある。

・明らかに彼らの書式は彼らにとって，有意義である。

　つまり彼らが必要とする機能にかなう。

・何世紀もの使用の後，深く文化の伝統に根ざした多大

　な量の文献が存在する。

・書式が表意文字であるので・異なった方言（というよ

　り，中国語の方言はほとんど他の言語であるといえ

　る，）を話す人々によっても，数式がそうであるよう

　に誰にでも理解される。

・漢字の書式はアルファベット書式より場所をとらず，

　使用する紙の量も少なくてすむ。

・何世紀にもわたる使用で彼らの書式の漢字というもの

　は，その言語によく合うように開発されていった。

　本質的には，上記の事柄は，日本語，韓国語にも同様

なことがいえる。たとえば，この二つの言語とも，ある

程度中国語の書式に基礎を匿いている。韓国語は今世紀

に入って音節文字の使用に移行したが，中国語の漢字も

また使用されている。

　アルファベット以外の言語が，そこの文化でうまく機

、能し広範囲に使われていることが我々に語るのは，プリ

ントが直接，口語に結び付かなくともそのプリントをわ

かることは可能だということである。そしてこれは，ア

ルファベット書式にもいえることなのである。

総括

　言語とは生きており，ダイナミックな有機的組織体で

ある。すべての人類は，社会的二一ズに合わせて言語の

様式を作り出す一我々は人類の歴史を通してずっとこれ

を行ってきており，我々の社会が存在する限りずっと，

続くであろう。なぜなら我々の作り出す言語の様式は，

その機能とジャンルに依存しており，日常化した目的に

役立つその様式でさえ，具体的な二一ズに応じて変化し，

発展するからである。このことは，口語，またアルファ
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ベット書式での書かれた言語のみならず，他の言語にお

いても真実である。

　我々はアルファベット書式内でのみ識字能力について

語っていてはいけない。あまりにアルファベット書式の

特徴的な容貌にこだわっていると，意味を表現し，対話

する手段としての書式における，万国共通の特徴を我々

は見失ってしまう。そしてさらに，書くということは意

味を表現するよりもむしろ，話すことを文字に置き換え

た二次的な言語だという誤った概念に陥ってしまう。

　口語と書かれた言語の間に組織的な関係はあるが，ア

ルファベットであろうと，それ以外であろうと，究極的

にプリント（印刷されたもの）が表現するのは，話法で

はなく，意味なのである。このプリントと意味づけの関

係が，，欧米諸国で十分に理解されていない理由の一つは，

北米とヨーロッパの読みに関する学術研究がアルファ

ベット書式のみに集中してしまった結果である。

　編集部注

（1）本論文はken　Goodman著“On　Reading”（Scholastic

　Canada　Ltd．発行，1996年）の一部を翻訳したもので，

　本誌第42巻1号42ページから続くものである。

（2）日本読書学会は，Ken　Goodman博士と　Scholastic

　Canada　Ltd．が翻訳掲載の許可を与えられた事に対し

　感謝の意を表する。
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「読書科学」執筆要項

1．論文の長さは原則として本誌の刷り上がり8ページ

　までとする。文字のみの場合，約13，000字に相当す

　る。

2．原稿は横書きワープロで作成し，採択後にフロッ

　　ピーディスクのコピーを提出するものとする。

3．叙述は科学論文にふさわしく簡潔にし，図・表など

　は最小限にとどめて，本分と図・表の無意味な重複

　　を避けるものとする。

4，学際的な雑誌であるので，一つの学問領域の研究者．

　　にしか理解できない専門用語の使用はなるべく避け

　　ること。やむを得ず使用する時は，初出の時に説明

　　をつけるなどの配慮をするものとする。

5．脚注はつけず，注は巻末に番号をつけて並べるもの

　　とする。

6．可能な限り日本語の単語を使用し，カタカナ語の乱

　　用は避けるものとする。

7．本文中の氏名には敬称をつけないも，のとする。

8．主要な用語，外国の人名・地名などには，初出の時

　　に原語をつけるものとする。

9．引用文献は論文の最後に並べるものとする。

　　記述形式は次のようにする。

　A）海外の文献は，“Reading　Research　Quarterly”（国

　　　際読書学会）の形式に従って記述する。（サンプ

　　　ルは編集委員会にある。）

　B）国内の文献については次のようにする。

　　a）単　行　書
　　　著者・出版年・書名・出版社・（ページの指示）

　　b）編纂書中の論文

　　　著者・出版年・論題名・編者・書名・出版社・

　　　　ページの指示

　　c）雑誌論文

　　　著者・出版年・論題名・雑誌名・巻号・ページ

　　　　の指示

　C）海外の文献のみ，または海外と国内の文献が混在

　　　する時は上記の形式で記述してアルファベット順

　　　に並べる。国内の文献のみの時は五十音順に並べ

　　　るものとする。

10．原稿には，200字程度の要約をつけるものとする。

11．原稿には，論題・所属・氏名の英文をつけるものと

　　する。

12．原著論文には英文の要約をづけるものとする。要約

　　の長さは原則として600語以内とするが，編集委員

　　会が必要と認めた時はこれを越えてもよい。英文要

　　約の提出については次のようにする。

　A）B5判白紙に1枚18行ずつ印字する。

　B）必ず邦訳を添える。

　C）英文に熟達した人の校閲を受けてから提出する。

一13．ワープロ原稿は下記に従って作成するものとする。

　A）B5判白紙に，1行25字詰め，1枚18行のスタイ

　　　ルとする。

　B）原稿の構成は次の通りとする。

　　a）第1枚目は題目のみを日本語と英語で印字する。

　　b）第2枚目は所属・氏名のみを日本語と英語で印

　　　　字する。

　　c）第3枚目は上3行には何も印字せず，第4行目

　　　　から本文を15行印字する。これが原稿の第1

　　　　ページとなる。

　　d）第4枚目が第2ページとなり，このページから

　　　　後は18行ずつ印字する。文字のみの場合，英文

　　　　サマリーを含めて第31ページが最終のページと

　　　　なる。ただし，2行どりの見出し等のため，最

　　　　終ページは8行程度で終わりとする。

　C〉段落の切れ目には改行マークを入れる。

　D〉文字飾り・書体指定・整形指定はしない。これら

　　　は印字された原稿に赤で指定する。

　E）2桁以上の数字は半角にする。

　F）図・表はフロッピーディスクからそのまま印刷で

　　　きない事が多いので，原稿の中に入れないで別に

　　　作成し提出する。本文中には図・表を挿入すべき

　　　位置を指定する。

　G）図・表は写真製版するので鮮明な原版を提出する。

　　　ゼロックスコピーなどは不可。

　H）図・表の大きさは横辺が7センチになるものを基

　　　準とする。その際縮小印刷された時に文字が読み

　　　取れるように作成する。なお編集委員会が必要と

　　　認めた時には横辺15センチとすることがある。

　1）提出するフロッピーディスクには論文以外のもの

　　　を入れない。

　J）提出するフロッピーディスクには，ワープロの機

　　　種名・ソフト名をできるだけ詳しく書く。

14．投稿の時は，、印字された原稿とそのコピー2通・合

　　計3部を送付し，フロッピーディスクは編集委員会

　　から請求があるまで著者の手元に保管するものとす

　　る。

15．送付先：〒112－0012　東京都文京区大塚

　　　　　　　　　　　　　　　　　3－29－1
　　　　　　筑波大学学校教育部国語教育研究室内

　　　　　　　　　　　　日本読書学会編集委員会
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